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ふるさと応 援

白鷹町

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
連
日
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
各
地
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」。

そ
の
地
域
イ
チ
オ
シ
の
返
礼
品
に
注
目
が
集
ま
り
、
町
の
知
名
度
向
上
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
開
始
か
ら
９
年
目
。
白
鷹
町
に
も
、毎
年
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
方
々
の
温
か
い
〝
思
い
〟
が
届
い
て
い
ま
す
。

白
鷹
町
ふ
る
さ
と
応
援
制
度

 
全
国
か
ら〝
思
い
〟が
届
い
て
い
ま
す
。

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

187 件
443 万円

290 件
387 万円

576 件
658 万円

2,777 件
3,052 万円

1,641 件
1,963 万円

994 件
1,212 万円

542 件
838 万円

3,014 件
3,787 万円寄附金額寄附件数
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と
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と
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;
る
さ
と
ೲ
੫
制
度
と
は
、
地
Ҭ
間

֨
ࠩ
や
ਓ
ޱ
ྲྀ
ग़
な
Ͳ
で

Ή
ࣗ
࣏
ମ

に
ର
し
、

ࢢ
部
と
の
֨
ࠩ
を
な
く
ͦ

う
と
平
成
��
年
度
に
ε
λ
ồ
τ
し
た
制

度
で
す
。ủ
ೲ
੫
Ứ
と
い
う
ݴ
༿
が
つ

い
て
い
ま
す
が
、
実
ࡍ
は
ࣗ
࣏
ମ

の

ứ
د
ෟ
Ừ。د
ෟ
を
す
るủ
;
る
さ
と
Ứは
、

ࣗ
分
が
Ԡ
ԉ
し
た
い
ࣗ
࣏
ମ
を
ứ
ୈ
ೋ

の
;
る
さ
と
Ừ
と
し
て
શ
国
か
ら
ࣗ
༝

に
બ
Ϳ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
د
ෟ
を
す
る
と
、
ཌ
年
度
の

所
ಘ
੫
及
び
ॅ
民
੫
が
ܰ
ݮ
さ
れ
る
と

い
う
ϝ
Ϧ
ỽ
τ

͋
り
ま
す
。
ࣗ
࣏
ମ

に
د
ෟ
を
し
た
場
合
に
は
、
確
定
ਃ
ࠂ

を
行
う
こ
と
で
د
ෟ
ۚ
ֹ
の
一
部
が
所

ಘ
੫
な
Ͳ
か
ら
߇
আ
さ
れ
ま
す
が
、
;

る
さ
と
ೲ
੫
で
は
د
ෟ
し
た
ֹ
か
ら

２
̌
̌
̌
ԁ
を
আ
い
た
શ
ֹ
（
ݶ
度
ֹ

͋
り
）
が
߇
আ
の
ର

と
な
り
ま
す
。

白
鷹
町
の
取
り
組
み

　

町
で
は
、
;
る
さ
と
ೲ
੫
制
度
開
始

に
合
わ
ͤ
て
ủ
白
鷹
町
;
る
さ
と
Ԡ
ԉ

制
度
Ứ
を
平
成
��
年
度
に
ε
λ
ồ
τ
。

ủ
白
鷹
町
を
Ԡ
ԉ
し
た
い
Ứと
い
う
ํ
ʑ

の
ࢥ
い
を
ま
ち
づ
く
り
に

ө
さ
ͤ
て

い
た
ͩ
い
て
い
ま
す
。

　

د
ෟ
ۚ
ֹ
は
１
݅
̑
̌
̌
̌
ԁ
か
ら

ड
け

け
て
お
り
、
１
ສ
ԁ
Ҏ
上
د
ෟ

い
た
ͩ
い
た
ํ
に
は
、
ฦ
ྱ

と
し
て

町
の
ಛ
産

を
お
ଃ
り
し
て
い
ま
す
。

ࠓ
年
度
は
、
ͦ
の
ฦ
ྱ


大
幅
に
Ϧ

χ
ỿ
ồ
Ξ
ϧ
し
、
શ
��
種
ྨ
の
中
か
ら

د
ෟ
の
ۚ
ֹ
に
Ԡ
͡
て
お

き
な

の

を
બ
Ϳ
こ
と
が
で
き
ま
す
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町

の
ࢥ
い
が
Χ
λ
ν
に
な
る
ủ
;

る
さ
と
ೲ
੫
Ứ
Ổ
Ổ
。
ͥ
ͻ
、
町
֎
に

お
ॅ
ま
い
の
ご
Ո

や
ご

ੰ
、
༑
ਓ

の
皆
さ
Μ
に
、
白
鷹
町
の
;
る
さ
と
ೲ

੫
制
度
を
ご

հ
く
ͩ
さ
い
。

ᮅ᥇りᯞ豆３人ፉ⡿ἑ∵࣮࢟ࢸࢫ

+$1$%,6+, ❧ๆࢻ࣓࣮ࢲ࣮࢜

　寄附件数・金額の推移

７ᖺ㛫でᐤ㝃௳ᩘが 16ಸ、
ᐤ㝃㔠㢠は８ಸにࣉࢵ

マ࣓ࣥࣟࢡࢫ
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৺ͷͬͨ͜
ࣗຫͷಛ࢈ɻ
શ֤ࠃ͔Βدෟ͍ͨ
͍ͩͨํͷʮฦྱʯ
ͷҰ෦Λ͝հ͠·͢ɻ

ᐤ㝃㔠のཷけ入れ≧ἣ（ᖹᡂ27ᖺᗘ）ڦ

ᕼᮃするᐤ㝃㔠のい㐨 ᐤ㝃㔠㢠

ᩥ⯆ᴗ 3,200,000
人材⫱ᡂᴗ 11,992,000
ほගὶᴗ 4,421,000
᥎㐍ᴗࢸࢽ࣑ࣗࢥ 2,315,000
とにかく㸟しらたかᛂᴗ 15,944,000

ィ 37,872,000

ふるさと納税

ᐤ㝃㔠のά⏝≧ἣ（ᖹᡂ27ᖺᗘ）ڦ

ᖹᡂ27ᖺᗘά⏝ᴗ 㔠　㢠

Ⲩ◒㧗ᰯάᛶᴗ 5,900,000
Ⲩ◒㧗ᰯ࣮ࢨࣂࢻࢶ࣮࣏ࢫ
タ⨨ᴗ

1,800,000

白鷹㧗➼ᑓಟᏛᰯᨭᴗ 3,800,000
ㄞ᭩ឤᩥ࣮ࣝࢡࣥࢥ㛤ദᴗ 35,000
ఏ⤫ⱁ⬟ಖᏑఏᢎᴗ 200,000
᪥本の⣚（あか）をつくる町
᥎㐍ᴗ

2,000,000

こどもⱁ⾡ᩥάືᴗ 300,000

地域㜵⅏άືᙉᴗ 819,000

㈝るさとᛂไᗘົࡩ 14,009,000

るさとᛂᇶ㔠✚❧㔠ࡩ 9,009,000
ィ 37,872,000

しらたかのᩥᛂᴗ（ᩥ⯆ᴗ）ߑ

しらたかの人࡙くりᛂᴗ（人材⫱ᡂᴗ）ߒ

しらたかのほගᛂᴗ（ほගὶᴗ）ߓ

（ᙧᡂᴗࢸࢽ࣑ࣗࢥ）しらたかの集ⴠᛂᴗߔ

しらたかの㔛山⏕ᴗ（᳃ᯘ・ᯘᴗ⏕ᴗ）ߕ

とにかく㸟しらたかᛂᴗߖ

寄附金の使い道

᭱ୖᕝのኳ↛㩗（あゆ）

῝山↝（ᖸᨭ）

りんご（ࣀࢼࢩゴ࣮ࣝࢻ）

ふるさと納税の流れ

 １．申し込み
●電話で申し込むか、町ホームページまたは企

　画政策課企画調整係にある寄附申込書に必要

　事項を記入し、ＦＡＸ、郵送などで提出する

●インターネットサイト「ふるさとチョイス」

　から申し込む

˔払込取扱票、現金書留、現金持参のいずれか

　の方法で入金する

˔クレジットカードで入金する（※インター

ネットからの申し込みに限ります。）

寄附金の支払確認後おおむね１カ月以内に、希

望した特産品が届きます。（果物等、季節品を

除く。）

町から発行される「寄附金受領証明書」で申告

してください。（※ワンストップ特例制度を利

用する方は、確定申告は不要です。）

˒ৄ͘͠ɺ;Δ͞ͱೲ੫ϙʔλϧαΠτʢ૯ল
ɹϗʔϜϖʔδʣΛ͝ཡ͍͔ͨͩ͘ɺ͓͍߹Θͤ
ɹ͍ͩ͘͞ɻ

【ふるさと応援制度に関する窓口】
ɹὸ̔̑�̒ըௐا՝ࡦըا ̍̎̏
【税の控除に関する窓口】
੫ग़ೲ՝ொຽ੫ɹὸ̔̑�̒ ̍̏̎

 ２．寄附金の入金

 ３．特産品が届く

 ４．確定申告
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平成 28 年度  消防関係表彰者
　６月５日の春季消防演習において、表彰状の伝達及び感謝状が贈呈されました。
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（※敬称略）

●�●�　　 広報しらたか　2016. ７.12 　　 広報しらたか　2016. ７.12 ●�●�　　 広報しらたか　2016. ７.12 　　 広報しらたか　2016. ７.12



　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

҆
ୡ　

ળ
ଇ

　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ԣ
　ࢁ

和
ଇ

　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ࠠ
　

֨
ӫ

　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

新
　

ത


　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ौ
୩　


࣏

　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ࠇ
প　

ਖ਼
和

◆
優
良
機
関
表
彰　

　
　
　
　
　

ୈ
ޒ
分
ஂ
ୈ
ࡾ
部
ୈ
࢛
൝

◆
優
良
消
防
団
員
表
彰

　

ୈ
一
分
　ஂ

൝　

　

খ
　ྛ

ོ
一

　

ୈ
一
分
　ஂ

൝　

　

ࣇ
　ۄ

ڡ
थ

　

ୈ
一
分
　ஂ

൝　

　

ԕ
౻　

ल
昭

　

ୈ
一
分
　ஂ

൝　

　

੨
木
݈
ଠ


　

ୈ
ೋ
分
　ஂ

൝　

　

খ
　ޱ
　

ஐ

　

ୈ
ೋ
分
　ஂ

൝　

　

ࠤ
౻　

Ղ
延

　

ୈ
ೋ
分
　ஂ

൝　

　

ླ
木　
　

༟

　

ୈ
ೋ
分
　ஂ

൝　

　


　

շ
行

　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

෭
部
　

ླ
木　

و


　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

෭
部
　

ޒ
े
ཛྷ
߁
༸

　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

൝　

　

ޒ
े
ྮ
߃
ࢤ

　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

൝　

　

ੁ
　ݪ

ल
ढ़

　

ୈ
࢛
分
　ஂ

൝　

　

Ճ
౻　

和
๕

　

ୈ
࢛
分
　ஂ

൝　

　

٢
　ా

ོ
ೋ

　

ୈ
࢛
分
　ஂ

　ஂ

員　

ւ
老
໊
ߊ
昭

　

ୈ
࢛
分
　ஂ

　ஂ

員　

ւ
老
　໊

༸

　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

൝　

　

ࢁ
　ޱ

༔
ଠ

　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

൝　

　

ҥ
ା　

ਖ਼
๕

　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

൝　

　

ࢤ
　ా
　

३

　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

൝　

　

新
　


थ

◆
優
良
消
防
運
転
手
表
彰

　

ୈ
一
分
　ஂ

　ஂ

員　

ླ
木　

ߒ
一

　

ୈ
ೋ
分
　ஂ

൝　

　

大
ୌ
ඒ

ࢤ

　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

　ஂ

員　

क
　

ढ़


◆
幹
部
退
団
者
（
班
長
以
上
の
幹
部
）

　

લ
本
部
分
　ஂ

分
ஂ
　

খ
　ܗ

一
ඒ

　

લ
ୈ
ೋ
分
　ஂ

分
ஂ
　


Ԭ　

߂
೭

　

લ
ୈ
一
分
　ஂ

部　

　

ۚ
ా
༤
一


　

લ
ୈ
ޒ
分
　ஂ

部　

　

大
木　
　

ल

　

લ
ୈ
ೋ
分
　ஂ

൝　

　

ࠤ
౻　

Ղ
延

◆
永
年
勤
続
退
団
者
（
勤
続
15
年
以
上
の
団
員
）

　

લ
ୈ
ೋ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ԣ
ᖒ　


थ

　

લ
ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ࠠ
　

ࢢ


　

લ
ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ੁ
　ݪ
　

ษ

　

લ
ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ླ
木　

一
ߒ

◆
内
助
の
功
労
者　
　
　

ࠤ
౻
ま
Ώ
Έ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ҥ
ା　

༞
ࢠ

◆
無
火
災
区　
　
　
　


町
　۠

��
年

◆
消
防
団
協
力
事
業
所　

　


୩

建
設
ג
ࣜ
会
ࣾ

　
　
　
　


ද
औ
క
　


୩

ढ़


◆
賞
詞
（
勤
続
13
年
以
上
）

　

ୈ
一
分
　ஂ

൝　

　

本
木　

৳
໌

　

ୈ
࢛
分
　ஂ

൝　

　

ക
　

խ
ل

　

ୈ
࢛
分
　ஂ

൝　

　

ᜊ
౻　
　



　

ୈ
一
分
　ஂ

　ஂ

員　

∁
木　

๎
和

　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

　ஂ

員　

௩
　ా
　

ܼ

　

ୈ
ೋ
分
　ஂ

　ஂ

員　

҆
ୡ　

ل
ষ

　

ୈ
一
分
　ஂ

　ஂ

員　

　ੁ
　

ಙ


　

ୈ
ೋ
分
　ஂ

　ஂ

員　

　ࠓ
　

周
࡞

　

ୈ
一
分
　ஂ

　ஂ

員　

খ
　ྛ

ਅ
ਓ

白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰

白
鷹
町
長
感
謝
状

山
形
県
消
防
協
会
西
置
賜
支
部
長
表
彰

　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ᜊ
౻　
　

ྃ

　

ୈ
࢛
分
　ஂ

　ஂ

員　

প
ᖒ　

ल
थ

　

ୈ
࢛
分
　ஂ

　ஂ

員　

ࠠ
　

ॏ


　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

部　

　

প
ᖒ　

ਖ਼


　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

部　

　

ࠤ
౻　

ོ
ক

　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ࠠ
　

ࢢ


　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ଜ
上　

ར


　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

平
Ҫ　

ਖ਼
ळ

◆
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

　

ୈ
一
分
　ஂ

൝　

　

ڮ
本　

ਅ
ਔ

　

ୈ
一
分
　ஂ

൝　

　

ߴ
木　

和
࠸

　

ୈ
一
分
　ஂ

൝　

　

࣫
　ࢁ
　

߶

　

ୈ
一
分
　ஂ

　ஂ

員　

খ
　ྛ

จ
໌

　

ୈ
一
分
　ஂ

　ஂ

員　

本
木　

ӫ
࣍

　

ୈ
一
分
　ஂ

　ஂ

員　

ᮉ　
　

ਅ


　

ୈ
一
分
　ஂ

　ஂ

員　

ླ
木　

ྑ


　

ୈ
一
分
　ஂ

　ஂ

員　

中
　

༟
೭

　

ୈ
ೋ
分
　ஂ

　ஂ

員　

খ
দ　

༞
࢘

　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

部　

　

খ
　ؔ
　



　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

෭
部
　

ࣲ
　ా




　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

෭
部
　

∁
　ڮ

ळ
ത

　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ւ
老
໊
༞
հ

　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

　ஂ

員　

大
　ྨ

༏
࡞

　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ླ
木　




　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

　ஂ

員　

๕
լ　
　



　

ୈ
ࡾ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ߥ
　

ਅ
一

　

ୈ
࢛
分
　ஂ

൝　

　

Ճ
౻　

和
๕

　

ୈ
࢛
分
　ஂ

൝　

　

ງ
　

൏
ਓ

　

ୈ
࢛
分
　ஂ

　ஂ

員　

٠
地　

ത
ل

　

ୈ
࢛
分
　ஂ

　ஂ

員　


部　

හ


　

ୈ
࢛
分
　ஂ

　ஂ

員　


部　

ྑ
࣏

　

ୈ
࢛
分
　ஂ

　ஂ

員　


施　

ઍ


　

ୈ
࢛
分
　ஂ

　ஂ

員　


　

ޭ
࢘

❶⦼山ᙧ┴▱⾲ᙲ…㔠᮲❶１ᅋయ／≉ูຌປ❶４ྡ／ຌປ❶７ྡ／ຌۂ 10ྡ／⢭㘐❶ 11ྡ／Ọ⥆⥆㏥ᅋ⪅⾲ᙲ 13ྡ

　᪥本ᾘ㜵協㛗⾲ᙲ…ຌ⦼❶１ྡ／⢭⦼❶２ྡ／⥆❶１ྡۂ ❶山ᙧ┴ᾘ㜵協㛗⾲ᙲ…ඃⰋۂ 14ྡ／Ọ⥆⥆❶（30
ᖺ）２ྡ（25ᖺ）10ྡ（20ᖺ）15ྡ（15ᖺ）30ྡ　 山ᙧ┴ᾘ㜵協す⨨㈷ᨭ㒊㛗⾲ᙲ…ඃⰋᶵ㛵⾲ᙲ１ᅋయ／ඃⰋᾘ㜵ᅋۂ

ဨ⾲ᙲ 20ྡ／ඃⰋ㐠㌿ᡭ⾲ᙲ３ྡ　 白鷹町㛗ឤㅰ≧…ᖿ㒊㏥ᅋ⪅５ྡ／Ọᖺ⥆㏥ᅋ⪅４ྡ／ෆຓのຌປ⪅２ྡ／↓ⅆۂ

⅏༊１༊／ᾘ㜵ᅋ協力ᴗᡤ１ᴗᡤ　 白鷹町ᾘ㜵ᅋ㛗⾲ᙲ…ඃⰋᾘ㜵ᅋဨۂ 17ྡ

　

ୈ
一
分
　ஂ

　ஂ

員　

ڮ
本　


೭

　

ୈ
一
分
　ஂ

　ஂ

員　

新
保　

ण
உ

　

ୈ
一
分
　ஂ

　ஂ

員　

中
　

大
࢚

　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ࠤ
౻　
　

ູ

　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

ླ
木　

ٛ
೭

　

ୈ
ޒ
分
　ஂ

　ஂ

員　

新
　

ߊ
一

　

ୈ
一
分
　ஂ

　ஂ

員　


୩
部
ࠀ


　

ୈ
࢛
分
　ஂ

　ஂ

員　


施　

݈
ਔ
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青
木
実
氏
、
上
原
恭
子
氏
、
田
勢
康
弘
氏
が

白
鷹
町
観
光
交
流
大
使
に
再
任

　

６
月
30
日
、
白
鷹
町
観
光
交
流

大
使
委
嘱
書
交
付
式
が
町
長
室
で

行
わ
れ
、
平
成
26
年
度
か
ら
町
観

光
交
流
大
使
と
し
て
活
動
し
て
こ

ら
れ
た
青
木
実
氏
、上
原
恭
子
氏
、

田
勢
康
弘
氏
が
再
任
さ
れ
、
町
長

か
ら
委
嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
委
嘱
期
間
は
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で
の
２
年
間
で
す
。

　

町
観
光
交
流
大
使
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
れ
ま
で
に
町
の
観
光

物
産
振
興
へ
の
助
言
や
サ
ポ
ー

ト
、
さ
ら
に
は
地
域
ブ
ラ
ン

ド
「SH

IRATAKA  RED

」
や
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
「
ア
イ
コ
の
キ
ム

チ
」
の
発
案
、
白
鷹
中
学
校
校

歌
の
作
詞
な
ど
を
手
掛
け
て
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
日
本
の
紅（
あ
か
）

を
つ
く
る
町
」
の
さ
ら
な
る
観

光
交
流
推
進
に
向
け
、
引
き
続

き
白
鷹
町
の
魅
力
発
信
に
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
。

まࡕのࢫ࣮ࣗࢽ

田勢康弘 さん

ジャーナリスト
（神奈川県在住）

上原恭子 さん

クッキングインストラクター
（東京都在住）

青木　実 さん

会社役員
（東京都在住）

１㸬ほගὶ大に௵された３ྡに、４月１᪥付けで

佐藤町㛗ࡼりጤკ᭩がᡭΏされた　２㸬６ḟ⏘ᴗの

ྲྀり⤌みとして、ୖཎさんにࡗࡼて㛤発された「ࢥ

の３　「ࢳ࣒࢟㸬⏣ໃさん作モの白鷹中Ꮫᰯᰯḷ「ࡼ」。

このḷのᡂから白鷹中ᏛᰯのṔྐがጞまࡗた　４㸬青

ᮌさんࣥࢨࢹの「6+,5$7$.$ 5('」のࣟゴマ࣮ࢡ

１

３２

メッセージ

４

ɜ�　　 広報しらたか　2016. ７.12



㹒㹍㹕㹌 㹌㹃㹕㹑

　

町
消
防
団
が
、
操
法
技
術
と
統
制
力
を
競
い
合
う
「
消
防
操
法
大
会
」
は
６
月
26
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
駐
車
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
小
型
ポ
ン
プ
・
ポ
ン
プ
車
・
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
３
部
門
。
各
団
員
が
、
４
月
か
ら
朝
晩
と

繰
り
返
し
行
っ
て
き
た
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
各
部
門
の
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１分ᅋ５㒊４⌜

中川大嗣、渡部　透、岡部　典、
大瀧洋平、小松浩之

２分ᅋ１㒊４⌜

山口秀輝、樋口伸也、軽部　学、
片倉一朝、丸川裕太

１分ᅋ１㒊１⌜

遠藤秀昭、金田拓海、高橋寿規、
金田雄太、本木拓磨、小口舜平

２分ᅋ２㒊１⌜

加藤嘉智、後藤尚道、竹田琢也、
齋藤吉治、黒沢千晴、梅津　駿

平
成
28
年
度
白
鷹
町
消
防
操
法
大
会

㌴の㒊　ඃࣉ࣏ࣥ

小ᆺࣉ࣏ࣥ✚㍕㌴の㒊（ᶍ⠊） 小ᆺࣉ࣏ࣥの㒊　‽ඃ

小ᆺࣉ࣏ࣥの㒊　ඃ 審
査
結
果
（
西
置
賜
支
部
大
会
出
場
団
体
）

ɜ�　　 広報しらたか　2016. ７.12



ɜ�　　 広報しらたか　2016. ７.12

まࡕのࢫ࣮ࣗࢽ

　

町
内
で
発
生
し
た
火
災
の
拡
大
防
止
に
努
め
た

と
し
て
、
６
月
６
日
、
森
谷
勝
榮
さ
ん
（
山
口
）

に
町
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
谷
さ
ん
は
、
５
月
14
日
に
山
口
地
内
で
発
生

し
た
火
災
に
お
い
て
、
冷
静
な
判
断
と
迅
速
な
行

動
に
よ
り
延
焼
防
止
に
寄
与
。
そ
の
結
果
、
火
災

の
被
害
は
最
小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
谷
さ
ん
に
は
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ឤㅰ≧をཷけྲྀࡗた᳃㇂ᴿさん。ᕥは

ጔきみࡼさん

火
事
現
場
で
の
冷
静
か
つ
迅
速
な
行
動

森
谷
勝
榮
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

⪅ᖹᡂ27ᖺᗘ白鷹町య⫱協⾲ᙲཷ㈹ڦ

Ặ　ྡ Ꮫᖺ（ᙜ） ຌ　⦼

大ぞຌ Ⲩ◒小６ᖺ ᅜ小Ꮫ⏕࣮࢟ࢫࣥ࣌ࣝ大ฟሙ

今　ᛮ 㩗㈅小５ᖺ ᅜ小Ꮫ⏕࣮࢟ࢫࣥ࣌ࣝ大ฟሙ

ᾏ⪁ྡ✵᮶ Ⲩ◒小４ᖺ ᅜ小Ꮫ⏕࣮࢟ࢫࣥ࣌ࣝ大ฟሙ

　

６
月
６
日
、
平
成
27
年
度
白
鷹

町
体
育
協
会
表
彰
が
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
、
昨
年
度
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
た
方
に
町
体

育
協
会
か
ら
栄
光
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
白
鷹

Jr
．
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ポ
少
に
所
属

す
る
、
大
滝
覇
功
く
ん
、
今
思
乃

さ
ん
、海
老
名
空
来
く
ん
の
３
人
。

３
人
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
全
国

小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
出

場
し
、
全
国
大
会
と
い
う
大
舞
台

で
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

ᰤග㈹をཷ㈹した３人。ᕥから、大ぞຌくん、

今ᛮさん、ᾏ⪁ྡ✵᮶くん

平
成
27
年
度
白
鷹
町
体
育
協
会
表
彰

ス
キ
ー
競
技
で
３
人
に
栄
光
賞
を
贈
呈

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
１

「
や
ね
だ
ん
　

豊
重
哲
郎
氏
講
演
会
」
を
開
催

　

生
涯
学
習
講
座
と
し
て
町
民
自

ら
が
企
画
実
践
す
る
「
白
鷹
学
講

座
」。
平
成
28
年
度
の
第
１
回
講

座
が
６
月
24
日
、
町
産
業
η
ϯ

λ
ồ
で
開
࠵
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

串
良
町
柳
谷
（
通
称
や
ね
だ
ん
）

集
落
自
治
会
長
の
豊
重
哲
郎
氏
が

「
全
住
民
参
加
型
の
地
域
づ
く
り

～
行
政
に
頼
ら
な
い
ま
ち
お
こ
し

～
」
と
題
し
て
講
演
。
行
政
に
頼

ら
ず
「
集
落
で
で
き
る
事
は
集
落

で
」
と
い
う
考
え
に
よ
り
、
過
疎

化
が
進
ん
で
い
た
「
や
ね
だ
ん
」

に
再
び
活
力
を
取
り
戻
し
た
豊
重

さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
集
落
の

住
民
全
員
が
一
つ
と
な
っ
て
行
っ

て
い
る
取
組
み
に
、
集
ま
っ
た
約

１
０
０
人
の
参
加
者
は
、
や
ね
だ

ん
を
白
鷹
町
と
重
ね
て
真
剣
に
話

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
、
ま
ち
お
こ
し
の

根
底
に
あ
る
の
は
「
住
民
自
治
」

「
自
主
財
源
確
保
」「
還
元
」
と
ま

と
め
た
豊
重
さ
ん
。
今
後
は
「
地

域
の
活
力
と
な
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
奨
学
金
の
給
付
と
、
や
ね
だ
ん

に
住
む
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な

福
祉
の
充
実
を
実
現
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま

し
た
。

　

次
回
の
白
鷹
学
講
座

（
パ
ー
ト
２
）
は
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
田
勢
康
弘
氏

を
講
師
に
迎
え
、
８
月
３

日
に
町
産
業
セ
ン
タ
ー
で

開
催
予
定
で
す
。

⇕のこもࡗたㅮ₇をする㇏㔜ဴ㑻さん
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産
業
フ
ェ
ア

２
０
１
６

　㛫 ෆ　　容 　ሙ

16㸸00㹼

࣮ࢽࣔࣞࢭࣥࣉ࣮࢜ にたか�

んࡷࡕ �おいしいものᕷሙ࣮࢜

ࣉ （ࣥⅣⅆ↝など）ࢺࢽ࣑�マࢺ

すくい ࣇゴࣝࢻ࣮ࣂࢺࢵࢤ࣮ࢱ�

ࢺࣥࢮࣞࣉ࣮ࣥࢥࣉࢵ࣏� � ୍

␒ᦢり山ᙧ࡙くり �ᒎ♧㈍

ὶᗈሙ

白鷹町の⏘ᴗࣝࢿࣃᒎ ᩥఏᢎᐊ

おⳫ子のᐇ₇㈍ ࣮ࣝ࣍

17㸸30㹼 子ども⊺子㐃　⊺子⯙ᢨ㟢

ὶᗈሙ
18㸸30㹼

 20'))5(」ࣈࣛࢡࢵࢪ࣮࣑ࣗ

6+287 ࣅࣥࣜ࢟�᪂発「ࣈࣛ

࣮ࣝ「山ᙧ࡙くり」ㄌ⏕⛎ヰ

㈍ࢺࣥ࣋

　㛫 ෆ　　容 　ሙ

８㸸00㹼
᪂㩭野⳯　ᮅᕷ

�ͤり切れḟ➨⤊ �

㥔㌴ሙ

≉ูሙ

10㸸00㹼

ാく㌴ᒎ（㧗ᡤ作ᴗ㌴、㝖㞷㌴、

⮬⾨隊㧗ᶵື㌴、ᾘ㜵㌴、白ࣂ

こไ᭹グᛕࡗࡧࡕ࣮࢝ࢺࣃ、

ᙳ など）�ᮌᕤࢺࣇࣛࢡ・

太切య㦂 んࡷࡕにたか� �

おいしいものᕷሙࣥࣉ࣮࢜（か

きị、ࣛࣇまんじゅうなど）

ὶᗈሙ

白鷹町の⏘ᴗࣝࢿࣃᒎ �こども

くࡩうᒎ
ᩥఏᢎᐊ

白鷹ᑓಟᏛᰯ

「白鷹野⳯の࢙ࣇ࢝ࢶ࣮ࢫ」

おⳫ子のᐇ₇㈍

࣮ࣝ࣍

10㸸30㹼 㛗ᕤᴗ㧗ᰯࣟࢺࢵ࣎ᒎ ὶᅇᗯ

11㸸00㹼
ࢺ࣮࣮ࢯ࣮࢙ࣥࢳ �ᐇ₇㈍ ὶᗈሙ

白鷹中Ꮫᰯ「྿ዌᴦ㒊₇ዌ」
࣮ࣝ࣍

13㸸00㹼 Ⲩ◒㧗➼Ꮫᰯ「₇ࢻࣥࣂࢫࣛࣈዌ」

白鷹町

６ 土 16：00 ～ 20：00　16：00 ～ 20：00　

７　   10：00 ～ 15：00　10：00 ～ 15：00　

土

日

̒
日
（
土
）

̓
日
（
日
）

８ 

月

みんなおいでよ！

あゆーむギャラリー

我が家のお宝展

▼  い　つɹ݄̓��ʢʣʙ݄̔��ʢʣ

▼  観覧料ɹҰൠݸਓɹ��� ԁʗߍߴੜҎԼɹແྉ
ʹҾ͖ଓ͖ୈ�ճɻզ͕ՈʹΘΔ͓ๅΛࡢ
͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

白鷹の獅子頭展

▼  い　つɹ݄̓��ʢʣʙ݄̔��ʢʣ

▼  入場料ɹແྉ
നୋொͷ֤۠ͷࢠࢰ಄͕లࣔ͞Ε·͢ɻͥͻ͝
དྷ͍ͩ͘͞ɻ

し
ら
た
か
の

あߚ
か

  白鷹町文化交流センター あゆーむ

ɹ̡ ओɹɹ࠵ʳനୋொۀ࢈ϑΣΞ ҕһձߦ࣮����

ɹɹɹɹɹɹʢനୋொۀ࢈ৼڵ՝ɹὸ̔̑�̒ ̍̏̒ʣ

ɹ̡ ·͖͓ͨܗࢁձɺஂମʳനୋொɺനୋொߏ

ɹɹɹɹɹɹ��ڠۀಉ߹ɺݝܗࢁཙڠۀಉ߹ɺ

ɹɹɹɹɹɹ��നୋொڠޫ؍ձɺനୋொΞϧΧσΟΞ

ɹɹɹɹɹɹஂࡒ��ɺஔࣀ;Δ͞ͱྛ߹



■試験日及び会場

� ɹԠืऀݸผʹ࿈བྷ͠·͢ɻʢ্݄̕०༧ఆʣ
■採用予定年月日
ɹݪଇͱͯ͠ฏ ��݄̐̍
■受験申込受付期間

ɹ݄̓��ʢՐʣʙ݄̔��ʢۚʣ
ɹ˞༣ૹͷ߹݄̔ ��ʢۚʣඞண
■募集要項・受験申込書の配布
ɹड֨ࢿݧݧࢼ༰ͳͲΛूืͨ͠هཁ߲ٴ
ͼडݧਃࠐॻɺொཱපӃࣄہɺ༣ศʹΑ
Δٻʢ��� ԁखΛష͠ɺѼઌΛ໌ه
ͨ֯�߸ͷฦ৴༻෧Λಉ෧͍ͯͩ͘͠͞ʣɺ
·ͨொཱපӃϗʔϜϖʔδʢIUUQ���XXX�
IPTQJUBM�TIJSBUBLB�ZBNBHBUB�KQ�ʣ͔Βͷμ
ϯϩʔυͰೖखͰ͖·͢ɻ
■応募先・問い合わせ
ɹനୋொཱපӃɹὸ̔̑�̎ ̍̑̑

平成 29年度採用 白鷹町病院事業等職員募集
募 集 職 種 採用予定人員 受　験　資　格

┳ ㆤ ᖌ ⱝᖸྡ

 52ᖺ４月２᪥௨㝆に

⏕まれた方で、┳ㆤᖌの

චチを᭷する方、または

᮶ྲྀᚓ見㎸みの方

⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌ １ྡ

 52ᖺ４月２᪥௨㝆に

⏕まれた方で、⮫ᗋ᳨ᰝᢏ

ᖌのචチを᭷する方、ま

たは᮶ྲྀᚓ見㎸みの方

デ⒪ᨺᑕ⥺ᢏᖌ １ྡ

 62ᖺ４月２᪥௨㝆に

⏕まれた方で、デ⒪ᨺᑕ⥺

ᢏᖌのචチを᭷し、᳨デ

マࣥࣔࣇࣛࢢᙳデ⒪

ᨺᑕ⥺ᢏᖌ（132ἲ人᪥本

ஙがん᳨デ⢭ᗘ⟶⌮中ኸ

ᶵᵓ）のㄆᐃをཷけた方

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
署

白
鷹
分
署
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す

現
在
の
白
鷹
分
署
庁
舎

　

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
署
白
鷹

分
署
は
、
昭
和
��
年
８
月
に
現
在

地
に
開
設
さ
れ
て
か
ら
��
年
が
経

過
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
施
設

や
設
備
は
老
朽
化
に
よ
り
機
能
が

低
下
し
て
お
り
、
国
の
示
す
耐
震

基
準
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
成
��
年
３
月
��

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を

機
に
、
消
防
・
防
災
機
能
の
向
上

を
図
る
拠
点
施
設
整
備
・
資
機
材

の
整
備
確
保
等
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
当
組
合
で
は
、

白
鷹
分
署
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
、
平
成
��
年
度
に
消
防

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
の
策
定
に
着
手
。

平
成
��
年
度
内
の
完
成
を
目
指
し

て
、
白
鷹
町
ま
ち
づ
く
り
複
合
施

設
敷
地
内
の
一
部
に
新
た
に
建
設

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
進
捗

状
況
と
し
て
、
平
成
��
年
度
ま
で

に
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
の
ほ

か
、
各
種
手
続
き
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

今
後
の
予
定

　

現
在
の
白
鷹
町
中
央
公
民
館
北

側
の
用
地
（
面
積
１
６
４
８
・
９

㎡
［
白
鷹
町
複
合
施
設
完
成
後

２
３
２
６
㎡
］）
を
移
転
場
所
と

し
、
白
鷹
産
木
材
を
多
用
し
た
木

造
２
階
建
て
の
分
署
庁
舎
（
延
床

面
積
６
６
２
・
１
１
㎡
）
と
倉
庫

棟
（
延
床
面
積
��
㎡
）
を
整
備
。

平
成
��
年
３
月
に
は
、
新
消
防
庁

舎
に
て
業
務
が
開
始
で
き
る
よ
う

に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
白
鷹
町
中
央
公

民
館
周
辺
で
の
交
通
規
制
・
駐
車

規
制
の
ほ
か
、
大
型
の
建
設
機
械

や
資
機
材
の
搬
入
等
が
頻
繁
に
行

わ
れ
ま
す
。
皆
様
に
は
、
工
事
に

伴
う
騒
音
や
振
動
等
に
よ
り
ご
迷

惑
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問  

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部　

☎
88

－

１
２
１
２

（ͤᥖ㍕の画ീはてࢪ࣮࣓です。）

町からのお知らせ
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■試験日及び会場ɹ
ʲୈ̍ݧࢼ࣍ ɹr݄̕��ʢʣ
ɹɹɹɹɹɹɹҪཱࢢҪೆதֶߍ
ʲୈ̎ݧࢼ࣍ ɹr��݄தɾԼ०༧ఆ
■試験内容
ʲୈ̍ݧࢼ࣍ʳ

ࢼఔʣɾઐۀʢେֶଔݧࢼཆڭ৬ɿߦڃ্˜
ɹݧʢߦʣɾ৬దԠੑࠪݕɾ࡞จݧࢼ

ఔʣɾۀʢେֶଔݧࢼཆڭઐ৬ʢʣɿڃ্˜
ɹઐݧࢼʢʣɾ৬దԠੑࠪݕɾ࡞จݧࢼ

˜อɹ݈ɹࢣɿڭཆݧࢼʢߍߴଔۀఔʣɾઐࢼ
ɹݧʢอ݈ࢣʣɾ৬దԠੑࠪݕɾ࡞จݧࢼ

˜ॳߦڃ৬ɿڭཆݧࢼʢߍߴଔۀఔʣɾ৬ద
ɹԠੑࠪݕɾ࡞จݧࢼ

˜ॳڃઐ৬ʢʣɿڭཆݧࢼʢߍߴଔۀఔʣɾ
ɹઐݧࢼʢʣɾ৬దԠੑࠪݕɾ࡞จݧࢼ
ʲୈ̎ݧࢼ࣍ ɹr໘ݧࢼɹ
■提出書類
ᶃനୋொ৬һݧࢼ༺࠾ਃࠐॻٴͼॅຽථঞຊʢຊ੶
ɹ·ͨࠃ੶ࡌهͷͷʣ
ᶄࣸਅʢ̏Χ݄ҎʹࡱӨͨ͠ͷͰɺλς̐DN
ɹʷϤί̏DNɺແɺ্ɺਖ਼໘ʣ

■受験申込受付期間

ɹ݄̓��ʢՐʣʙ݄̔̑ʢۚʣ

ɹ˞༣ૹͷ߹݄̔̑ʢۚʣඞண
■募集要項・受験申込書の配布
ɹืूཁ߲ٴͼडݧਃࠐॻͷೖखํ๏࣍ͷͱ͓Γ
Ͱ͢ɻ
ᶃനୋொͰड͚औΔ߹
ɹ̎֊૯՝ʹ͓͍ͯฏޕલ̔࣌��͔Β
ɹ࣌̑ޙޕ��·Ͱͷؒ࣌ʹަ͠·͢ɻ
ᶄ༣ศͰ͢ٻΔ߹
ɹ���ԁखΛషΓѼઌΛ໌ͨ͠هฦ৴༻෧ʢ֯
ɹ̎ܕ߸ʣΛಉ෧ͷ͏͑ɺʮനୋொ৬һݧࢼ༺࠾ਃ�
ɹࢴ༺ࠐٻʯͱगॻ͖ͯ͠૯՝૯·Ͱૹ
ɹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ᶅϗʔϜϖʔδ͔Βμϯϩʔυ͢Δ߹
ɹொͷϗʔϜϖʔδʢIUUQ���XXX�UPXO�TIJSBUBLB�
ɹMH�KQ�ʣ͔Βೖख͍ͯͩ͘͠͞ɻ
˞ϗʔϜˠࣄɾۀ࢈ˠ৬һɾྟ࣌৬һ࠾༻ͷϖʔ
δʹ͍ͯ͠ࡌܝ·͢ɻ
■応募先・問い合わせ
ɹ˟̎̕̕�̌ ̔̎̕�നୋொେߥࣈ̏̏̔ߕ൪
ɹ૯՝૯ɹὸ̔̑�̒ ̍̎̌

募 集 職 種 採用予定人員 受　験　資　格

ୖ⣭行政⫋
ࠝ大Ꮫ༞ᴗ⛬ᗘࠞ

ⱝᖸྡ

ḟのいࡎれかにヱᙜする方

①ᖹᡂ３ᖺ４月２᪥からᖹᡂ７ᖺ４月１᪥までに⏕まれた方

②ᖹᡂ７ᖺ４月２᪥௨㝆に⏕まれた方で、Ꮫᰯ教⫱ἲにࡼる大Ꮫ（▷ᮇ

　大Ꮫを㝖く）ཬࡧこれとྠ➼とㄆࡵられるᏛᰯを༞ᴗした方、または

　ᖹᡂ29ᖺ３月までに༞ᴗ見㎸みの方

ୖ⣭ᑓ㛛⫋（ᅵᮌ）
ࠝ大Ꮫ༞ᴗ⛬ᗘࠞ

１ྡ ᖹᡂ３ᖺ４月２᪥からᖹᡂ７ᖺ４月１᪥までに⏕まれた方

ಖ  ᖌ １ྡ

ᖹᡂ３ᖺ４月２᪥からᖹᡂ７ᖺ４月１᪥までに⏕まれた方で、ಖᖌ

の㈨᱁を᭷する方、またはᖹᡂ29ᖺ３月までにᙜヱ㈨᱁をྲྀᚓ見㎸み

の方

ึ⣭行政⫋
ࠝ㧗ᰯ༞ᴗ⛬ᗘࠞ

ⱝᖸྡ ᖹᡂ７ᖺ４月２᪥からᖹᡂ11ᖺ４月１᪥までに⏕まれた方

※ただし、学校教育法による大学（短期大学を除く）及びこれと同等と

　認められる学校を卒業した方、または平成29年３月までに卒業見込

　みの方は受験できません。
ึ⣭ᑓ㛛⫋（ᅵᮌ）
ࠝ㧗ᰯ༞ᴗ⛬ᗘࠞ

１ྡ

平成 29年度採用 白鷹町職員募集

町からのお知らせ
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町からのお知らせ

　　　物を飼うことは、動物の命を預かるこ
　　　とです。飼い主は、動物が健康で快適
に暮らせるようにするとともに、社会や近隣
に迷惑を及ぼさないようにする責任がありま
す。人と動物が、ともに安心・安全に生きて
いける社会をつくるためには、飼い主のモラ
ルとマナーが必要です。

௵の⩦ᛶ➼をṇしく⌮ゎし、᭱ᚋまで㈐≀ືߑ

　をもࡗて㣫うこと

・正しい飼い方の知識をもちましょう

༴ᐖや㏞ᝨの発⏕を㜵Ṇすることߒ

・フンの始末をすることは飼い主の責任です

・家の中で飼っている場合、脱出を防止しまし

　ょう。外出すると感染症にかかる危険や交通

　事故に遭う危険もあります。

やみに⦾Ṫさせないことࡴߓ

・生まれてくる全ての命に責任をもちましょう

・むやみな繁殖を制限するために、去勢手術や

　避妊手術を行いましょう

るឤᰁの▱㆑をもつことࡼに≀ືߔ

・動物と人の双方に感染する病気について、正

　しい知識をもちましょう。（狂犬病予防注射は

　年１回必ず受けましょう）

ᡤ᭷⪅を᫂らかにすることߕ

・首輪や名札、マイクロチップなどをつけるこ

　とによって、迷子になった際の早期発見につ

　ながります。

㣫いにᏲࡗてしい５か᮲ ペットの飼い主の皆さんへ
問  町民課くらし環境係　☎８５-６１３１

動

　　動物病院（獣医師）は、

　皆さんの良きパートナーです。

健康面はもちろん、飼い方につい

　ても分からないことは相談

　　　しましょう。
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３
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　現在お持ちの認定証の有効期限は、平
成 28 年７月 31 日までとなっています。
８月以降も継続して入院される等で認定
証が必要な方は、更新の手続きをお願い
します。７月 31 日までに更新の手続き
をされた方には、８月上旬に郵送します。

すでに認定証の交付を受けている方へ
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ʓհޢอࢪ̏ݥઃʢհޢਓࢪઃɺհޢਓอ݈ࢪઃɺ
ɹհྍޢཆܕҩྍࢪઃʣγϣʔτεςΠΛར༻͢Δํ
ɹͷ৯අɾ෦ʹ͍ͭͯɺॴಘͷํʹෛ୲ܰݮΛ
ɹ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ʓෛ୲ܰݮఆͷ݁Ռɺར༻ऀෛ୲ஈ֊͕ୈ̎ஈ֊ͱͳ
ɹΔͷɺ߹ܭॴಘֹۚͱ՝੫ ʢۚྸۚͳͲʣऩ
ɹೖֹͷ߹͕ܭ��ສԁҎԼͷํͰ͕ͨ͠ɺฏ��̔
ɹ݄͔Βɺ৽ͨʹඇ՝੫ۚʢҨۚͱোۚʣͷ
ɹֹؚΊఆ͠·͢ɻඇ՝੫ۚΛؚΊͨऩೖ͕��
ɹສԁΛ͑Δํʹ͍ͭͯɺར༻ऀෛ୲ஈ֊͕̎ஈ֊
ɹ͔Β̏ஈ֊ʹมߋʹͳΓ·͕͢ɺෛ୲ܰݮΛड͚ΒΕ
ɹͳ͘ͳΔΘ͚Ͱ͋Γ·ͤΜɻ

⏝⪅㈇ᢸẁ㝵（ᖹᡂ28ᖺᗘ８月㹼）ڦ

⏝⪅
㈇ᢸẁ㝵

ᑐ㇟⪅

➨１ẁ㝵
①ୡᖏဨ（ୡᖏ分㞳している㓄അ⪅をྵࡴ）がఫẸ⛯を課⛯
　されていない方で⪁㱋⚟♴ᖺ㔠をཷ⤥されている方
②⏕άಖㆤ➼をཷ⤥されている方

かつ、㡸㈓㔠➼が

༢㌟で1,000௨ୗ、

ኵ፬で2,000༓௨ୗの方
➨２ẁ㝵

ୡᖏဨ（ୡᖏ分㞳している㓄അ⪅をྵࡴ）がఫẸ⛯を課⛯さ
れていない方で合ィᡤᚓ㔠㢠㸩課⛯ᖺ㔠入㢠㸩㠀課⛯ᖺ㔠
入㢠の合ィがᖺ㛫80௨ୗの方

➨３ẁ㝵
ୡᖏဨ（ୡᖏ分㞳している㓄അ⪅をྵࡴ）がఫẸ⛯を課⛯さ
れていない方でୖグ➨２ẁ㝵௨እの方

平成28年８月から
食費・部屋代の負担軽減の判定基準が変わります

介護保険のはなし　

利用するには申請が必要です！

①ᗣ⚟♴課❆ཱྀで⏦ㄳをします。

　⏦ㄳの㝿に๓ᖺにཷ⤥した㠀課⛯

　ᖺ㔠の✀ูの⏦࿌をお㢪いします。

②介ㆤಖ㝤㈇ᢸ㝈ᗘ㢠ㄆᐃドが付

　されます。

③介ㆤಖ㝤㈇ᢸ㝈ᗘ㢠ㄆᐃドをᥦ♧

　してࢫࣅ࣮ࢧを⏝します。

ͤㄆᐃドの᭷ຠᮇ㝈は１ᖺ（８月㹼

⩣ᖺの７月）です。ᚲせな方は１
ᖺごと᭦᪂ᡭ⥆きをしてください。
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町からのお知らせ

【問い合わせ】݈߁ࢱ՝հޢอݥɹὸ̔̒�̌ ̎̍̏

ɜ1�　　 広報しらたか　2016. ７.12



ɜ1�　　 広報しらたか　2016. ７.12 S
H

IR
AT

A
K

A
 W

A
K

A
A

YU

第 51回

白鷹若鮎マラソン大会

9/22�

■参加資格
・健康で、自分が希望する
　コースを完走できる方
・壮年男子の部は、平成28年９月22日現在
　で、満40歳以上の方
■参加料
　一　般………3,000円
（２キロの部は2,000円）
　高校生………2,000円
　小・中学生…1,000円
■申込締切
　払込票　８月１日（月）消印有効
　インターネット（RUNNET)
　　　　　８月１日（月）まで
　※ RUNNET「ゆずれーる」出走権譲渡成立
　　の場合は８月14日（日）まで

木
秋分の日

スタート／フィニッシュ

白鷹町立蚕桑小学校

■種　目

▽ハーフマラソン（制限時間２時間50分）
                     ①一般男子の部　②一般女子の部

˜10キロ　①高校の部　②一般男子の部　③一般女子の部

˜５キロ　①女子の部（高校生以上）②壮年男子の部

˜３キロ　①中学男子の部　②中学女子の部

˜２キロ　小学生以上
■表彰
ɾ２キロ、３キロ、５キロの部は６位まで表彰
・10キロ及びハーフマラソンの部は、男女とも30歳未満、
30～39歳、40～49歳、50～59歳、60～69歳、70歳以上
の年齢区分ごと６位まで表彰

・２キロの部小学生は各学年男女６位まで表彰（１位はメ
　ダル授与）
※２キロの部一般の表彰は
　ありません。

【申し込みの問い合わせ】　

教育委員会生涯スポーツ係「白鷹若鮎マラソン大会実行委員会事務局」
☎８５-６１４７（直通）　FAX８５-２１８３

༓ⴥ┿子さん ᕷᶫ᭷㔛さん

マラソンランナー /
スポーツコメンテーター

マラソンランナー /
ランニングアドバイザー

日本陸連公認コース（第8553号）

GUESTRUNNER　     ゲストランナー

参加ランナ
ー募集！

ͷळɺࠓ
　　ΔͳΒനୋɻ



児童福祉制度・手当についてのお知らせ
【詳しい手続・ご相談】健康福祉課子育て支援係　☎８６-０２１２

児童扶養手当

●児童扶養手当を受給できる方
ಐʢ৺ʹো͕͍͕͋ࣇୡ͢Δ·Ͱͷʹࡀ��
Δࣇಐࡀ��ະຬʣΛཆҭ͍ͯ͠ΔͻͱΓՈఉ
ʢ͕ऀۮҰఆఔো͕͍ͷঢ়ଶʹ͋Δ߹ؚΉʣ
ͷ·ͨཆҭऀ
※次の場合などは、対象になりません。
・養育者の所得が一定額以上の場合
・養育者、対象児童が公的な年金を受けることがで
　きる場合
・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■支給内容（４月、８月、11月の３期に分けて支給します。）

障害等級 １級 ２級

手当月額 51,500円 34,300円

■所得制限限度額

扶養親族
の数

本人の所得制限  配偶者 ・ 扶養義務者
（同居の直系血族および兄弟姉妹）  

 の所得制限全部支給 一部支給

０人 19万円 192万円 236万円

１人 57万円 230万円 274万円

２人 95万円 268万円 312万円

※扶養親族の数が３人以上のときは、 １人につき 38万円
を加えた額になります。

●一部支給停止措置について
खΛड͚͔ͯΒ̑Ҏ্Λܦաͨ͠ํʢ̔ࡀະຬͷ
ΔํΛআ͘ʣɺब࿑ͳͲͷ࣮͕ͳ͍͢ޢಐΛࣇ
߹ɺखֹ͕̎ͷ̍ʹֹ͞ݮΕ·͢ɻ֘͢Δํ
ʹద༻আ֎ͷͨΊͷಧॻΛૹ͍ͯ͠·͢ͷͰΕ
ͣʹఏग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ
※次の場合は、減額対象になりません。
・あなたが働いているか、求職活動をしている場合
・あなたが身体上または精神上の障がいがある場合
・あなたが病気やケガで働くことができない場合
・あなたが子どもや親族を介護しなければならないため
　働くことができない場合　

●現況届の提出をお忘れなく
खΛड͍ͯ͠څΔํɺຖ݄̔தʹگݱಧͷఏग़
͕ඞཁʹͳΓ·͢ɻޙɺ֘͢ΔํʹඞཁॻྨΛૹ
͠·͕͢ɺگݱಧͷఏग़͕ͳ͍ͱ݄̔Ҏ߱ͷख
Λड͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜɻΕͣʹɺૣΊʹఏग़͘
͍ͩ͞ɻ

■支給内容（４月、８月、12月の３期に分けて支給します。）

ඣ❺のᩘ 㒊ᨭ⤥のとき ୍㒊ᨭ⤥のとき

１人目 月額 42,300円 月額 9,990～ 42,320円     

２人目 5,000円を加算

３人目以降 3,000円を加算

㞳ูなどでひとりぶになࡗている方や、ぶに௦わࡗて子どもを㣴⫱している方にᑐし、

⏕άのᏳᐃ・⮬❧のಁ㐍とともに、子どものすこやかなᡂ㛗を㢪ࡗてᨭ⤥されます。

●特別児童扶養手当を受給できる方
ಐΛཆࣇະຬͰਫ਼ਆ·ͨମʹো͕͍ͷ͋Δࡀ��
ҭ͍ͯ͠Δ·ͨཆҭऀɻ
※次の場合などは、対象になりません。
・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合
・養育者の所得が一定額以上の場合

■所得制限限度額

ᢇ㣴ぶ᪘
のᩘ

本人のᡤᚓไ㝈
 㓄അ⪅・ᢇ㣴⩏ົ⪅
（同居の直系血族および兄弟姉妹） 

 のᡤᚓไ㝈

０人 459万６千円 628万７千円

１人 497万６千円 653万６千円

２人 535万６千円 674万９千円

※扶養親族の数が３人以上のときは、 １人につき 38万円
を加えた額になります。

●所得状況届の提出をお忘れなく
खΛड͍ͯ͠څΔํɺຖ݄̔��͔Β݄̕��
·Ͱͷؒʹॴಘঢ়گಧͷఏग़͕ඞཁʹͳΓ·͢ɻ
ɺ֘͢ΔํʹඞཁॻྨΛૹ͠·͕͢ɺॴಘঢ়ޙ
ಧͷఏग़͕ͳ͍ͱ݄̔Ҏ߱ͷखΛड͚Δ͜ͱ͕گ
Ͱ͖·ͤΜɻΕͣʹɺૣΊʹఏग़͍ͩ͘͞ɻ

各届出は期間内に

忘れずに提出してね

特別児童扶養手当 ≉ูඣ❺ᢇ㣴ᡭᙜは、⢭⚄または㌟యに㞀がいのあるඣ❺の

⚟♴ቑ㐍のたࡵにᨭ⤥されます。
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ɹനୋொͱ࢞ຓࢢͷ৽ׁݝಢඌ͕۠ަྲྀΛਂ
Ίɺൃలʹد༩͢Δ͜ͱΛతͱͨ͠άϥϯυΰ
ϧϑେձ݄̒̐ɺಢඌ͓Γͳࣳ͢Ͱ։͞࠵
Ε·ͨ͠ɻ
ɹ͜ͷനୋொ͔Β��ਓɺ૯���ਓ͕ࢀՃɻ
தʮφΠεΠϯʂʯʮ͓͍͠ʂʯͳͲͱ͕ٕڝ
ඈͼަ͍ɺࢀՃऀ͔ͳงғؾͰަྲྀΛָ͠Έ
·ͨ͠ɻ·ͨɺޙٕڝͷ࠙ձͰ͍ޓͷ݈ಆΛͨ
ͨ͑߹͏ͱͱʹɺޙ࠷ ʮʹ�ޙʹ·ͨձ͍·͠ΐ
͏ʯͱશһͰ lಢඌԻ಄zΛགྷΓɺ༗ҙٛͳަͷ
ΛకΊ͘͘Γ·ͨ͠ɻ

真っ赤でおいしくなるように
りんご摘果作業体験
ɹ݄̒��ɺ҂খֶߍͷ̏ੜ ��ਓֶ͕ۙߍ
͘ͷΓΜ͝ാͰΓΜ͝ͷఠՌۀ࡞Λମ͠ݧ·ͨ͠ɻ
ɹ΄΅શһ͕ఠՌۀ࡞Λ͢ΔͷॳΊͯͱ͍͏͜ͱ
Ͱ͕ͨ͠ɺఠՌΛ͢Δཧ༝ͱΓํΛڭΘͬͨࣇಐ
ͨͪɺ࣮ͷେ͖͞ΛۃݟΊͳ͕ΒखࡍΑ͘ۀ࡞Λ
ɻ·ͨɺఠΈऔͬͨখ͞ͳ࣮Λ͔ͬͯͨ͡͠·͍ߦ
Έͨࣇಐʮ͠Ϳ͍ʯͱإΛ͔͠Ί͍ͯ·ͨ͠ɻ
ɹࣇಐͨͪޙࠓɺΓΜ͝ʹਅͬͳ৭͕ͭ͘Α͏
ʹ݄̕ʹ༿ఠΈମ͍ߦݧɺ��݄ʹ͓͍͍͠ΓΜ͝
Λऩ֭͢Δ༧ఆͰ͢ɻ

ɹொվྑ۠ͷओ࠵ʹΑΔՖͷ২׆ಈ͕ɺ݄̒
��ʹ͘͞ΒͷอҭԂͰɺ݄̒��ʹͻ͕͠Ͷ
อҭԂͰߦΘΕ·ͨ͠ɻ
ɹͻ͕͠ͶอҭԂͰɺࣇ ��ਓͱதࣇ ��
ਓ͕ɺࣗͷ໊લͷॻ͔ΕͨγʔϧΛϓϥϯλʔʹ
ுΓɺҰਓ̏ͭͣגͷϚϦʔΰʔϧυΛ༏͍ͯ͘͠
Ͷ͍ʹ২͑·ͨ͠ɻԂ͔ͪͨࣇΒʮָ͔ͬͨ͠ʂʯ
ʮ·͓ͨՖΛ২͍͑ͨʂʯͱײ͕ฉ͔Εɺ͜Ε͔
Βຖ͔ܽͣ͞ՖʹਫΛ͋͛Δ͜ͱΛɺվྑ۠
ͷօ͞Μͱଋ͠·ͨ͠ɻ

花を植えて笑顔満開
保育園で植栽活動

第４回白鷹・栃尾友好グラウンドゴルフ交歓大会
地域を越えたつながりをいつまでも
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白鷹自慢のトマトをＰＲ
しらたかレッド「とまと祭り」

ɹͲΓ͍ΉԂͰ݄̒ �� ͱ ��ͷ̎ؒɺ
͠Β͔ͨϨουʮͱ·ͱࡇΓʯ͕։͞࠵Ε·ͨ͠ɻ
ɹ͜ΕʮγϥλΧϨουʯͷҰͭͰ͋Δொࣗຫͷ
τϚτΛɺΑΓଟ͘ͷํʹͬͯΒ͏͜ͱΛత
ʹ։͔ΕͨͷɻձͰɺछྨͷτϚττϚ
τͷՃ͕ൢച͞Εͨ΄͔ɺτϚτ͍͘͢ॏ͞
ͯͳͲ͕ߦΘΕɺଟ͘ͷਓͰΘ͍·ͨ͠ɻΠϕ
ϯτͷ։࠵ʹ͋ͨΓɺͲΓ͍ΉԂͷେপխ༟ళ
ʮͲͷ࣏ࣗମΑΓૣ͘ɺτϚτΛ̧̥Ͱ͖Δ͜
ͱΛΖ͏ͱͨͬࢥʯʮlനୋொͱ͑ݴτϚτzͱ
͍͏ҹΛ͚͍ͩͨͯͬ࣋ΔΑ͏ʹɺޙࠓ͠
ͳ͕Βଓ͚͍͖͍ͯͨʯͱ͠·ͨ͠ɻ

ɹ݄̒ ��ɺਂࢁ۠ͷͷͲ͔ଜΛձʹʮͷͲ
͔ଜ·ͭΓʯ͕։͞࠵Ε·ͨ͠ɻ
ɹ̎ͿΓͷ։࠵ͱͳͬͨࠓɺಃ͖ܳࠉࢴ
ͱ͍ͬͨྫ߃ͷܳମݧʹՃ͑ɺܗࢁେֶͷֶੜʹ
ΑΔαΠΤϯεࣨڭΛ࣮ࢪɻՊֶͷෆٞࢥͳମݧʹɺ
ձ͔ΒʮͳΜͰʁʯʮͨ·͛ͨʂʯͳͲͱ͕
্͕Γ·ͨ͠ɻ·ͨɺࠓճ͓ன࣌ʹ੨ͷྲྀ͠
ͦ͏ΊΜ͕ొɻͦ͏ΊΜͱͱʹਂࢁͰ࠾Εͨα
ΫϥϯϘ͕ྋ͛͠ʹྲྀΕɺདྷऀʮྫྷ͓͍ͨͯ͘
͍͠ʯͱɺসإͰ࣍ʑʹ͠Λ৳͠·ͨ͠ɻ

ɹொվྑ݄۠̒ ��ɺҬʹର͢Δไ׆
ಈΛࣗൃతʹ͍ߦɺҬ͢ݙߩΔ͜ͱΛతͱͨ͠
ϘϥϯςΟΞ׆ಈΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹୈ̍ճͷ͜ͷɺһٴͼ৬һ��ਓ͕ࠃಓ
���߸पลͱྡ͢Δվྑ۠ਫ࿏पลͰΰϛɾ
Ͱΰϛା͍ͬۀ࡞ͷؒ࣌ɻ̍ࢪर͍Λ࣮؈͖ۭ
ͺ͍ʹͳΓɺ৬һʮਫ࿏ͳͲͷ͑ݟʹ͍͘ͱ͜Ζ
ʹɺҙ֎ͱΰϛ͕ଟ͔ͬͨʯͱ͠·ͨ͠ɻ͜ͷϘ
ϥϯςΟΞ׆ಈɺվྑ۠ͷਪਐ׆ಈͱͯ͠ࠓ
ଓ͚ΒΕΔ༧ఆͰ͢ɻޙ

土地改良区役職員による推進活動
自発的な活動で地域貢献を

２年ぶりに復活
の～んびり！いきいき！のどか村まつり
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地域包括支援センター ℡86-0112

ㄆ▱のṇしい⌮ゎ・ၨ発のたࡵ、ㄆ▱ࢧ

。㣴ᡂㅮᗙを㛤ദしています࣮ࢱ࣮࣏

ㄡでもなりうるྍ⬟ᛶがあるㄆ▱、⮬分の

たࡵにも家᪘のたࡵにもᏛんでみませんか㸽

認知症サポーター
養 成 講 座

認知症の方やご家族をはじめ地域の方など、誰
もが気軽に参加できます。皆さんと語り合った
り、認知症について理解を深める場として認知
症カフェを開催しています。

▼  日時　７月 27日（水）午後２時～３時 30分

▼  場所　ちょぼらの家（白鷹町大字荒砥甲 373-8）
※費用は無料で、申し込みもいりません。

のどかカフェに来てみませんか？

認知症サポーターとはʁ
ʮೝαϙʔλʔཆ࠲ߨʯΛड͚ͨਓ͕ʮೝαϙʔλʔʯ
Ͱ͢ɻͳʹ͔ಛผͳ͜ͱΛ͢ΔͷͰͳ͘ɺೝΛਖ਼͘͠ཧղ
͠ɺೝͷਓՈΛԹ͔͘ݟकΔԠԉऀͷ͜ͱͰ͢ɻ
例えば…友人や家族等周りの人に学んだ知識を伝える／認知

症になった人や家族の気持ちを理解するよう努める／認知症

の方で困っている様子が見えたら声をかける／認知症に関し

ての行事があれば、積極的に参加する　など

認知症サポーター養成講座を受けるにはʁ
˔։࠵༧ఆͷ�͔݄લ·ͰҬแׅࢧԉηϯλʔʹ͓ਃ
ɹ͠ࠐΈ͍ͩ͘͞ɻ
˔ೝʹؔ৺ͷ͋Δํͷू·Γɺօ͞Μ͕ओ͢࠵Δ࠵
ɹ͠ʹ͕ࢣߨग़͖·͢ɻ
��ఔͰɺඅ༻ແྉͰ͢ɻؒ࣌�˔

。をおΏししますࢢࣥࣜࢪࣥࣞ࢜、のド࣮ࢱ࣮࣏ࢧㅮされるとㄆ▱ཷۼ

　

ࢁ
ܗ
の
ߚ
Ֆ
を

材
に
し
た
υ
Ω
ỿ
ϝ
ϯ
τ

ϑ
ỹ
ϧ
Ϝ
の
上
ө
会
と

ಜ
の
ࠤ
ʑ
木
ຑ
ҥ
ࢠ
ࢯ

の
τ
ồ
Ϋ
γ
ἀ
ồ
を
開
࠵
し
ま
す
。

　
ủ
）ߚ

に
）Ứは
、ୈ
��
回
Պ
ֶ
ٕ
ज़
ө
૾
）ࡇ
日

本
Պ
ֶ
ٕ
ज़
振
ڵ
ࡒ
ஂ
な
Ͳ
ओ
࠵
）
で
内
ֳ
૯
理

大
ਉ

を
֫
ಘ
し
た

ฤ
ه

ө
૾
で
す
。
本
࡞


は
、
ࠤ
ʑ
木

ಜ
が
東
ژ
工
ܳ
大
ֶ
の
ଔ
業
制

࡞
と
し
て
ࡱ
Ө
さ
れ
た

の
で
、
̣
̝
̠
や
民
์

の
υ
Ω
ỿ
ϝ
ϯ
τ
൪
組
な
Ͳ
が
入

を
ಠ

す
る

中
で
の
ड

で
͋
り

目
さ
れ
た
࡞

で
す
。
ࡱ

Ө
は
白
鷹
町
や
Տ
北
町
を
中
৺
に
行
わ
れ
て
お

り
、
ߚ
の
࣋
つ
発
ޫ
を
ද
現
す
る
た
め
、
��
ϛ
Ϧ

の
Χ
ϥ
ồ
ϑ
ỹ
ϧ
Ϝ
で
ࡱ
Ө
さ
れ
て
い
ま
す
。
ඒ

し
い
ө
૾
と
、
制
࡞
に
͋
た
っ
て
の
Τ
ϐ
ι
ồ
υ

な
Ͳ
の
τ
ồ
Ϋ
を
お
ָ
し
Έ
い
た
ͩ
け
ま
す
。
ͥ

ͻ
お
ӽ
し
く
ͩ
さ
い
。 上

ө
ˍ

ಜ
τ
ồ
Ϋ
γ
ἀ
ồ
開
࠵

﹇
と
こ
ろ
﹈
白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

﹇
入
場
料
﹈
無
料
（
整
理
券
が
必
要
で
す
。）

「
紅べ

に

」

７
月
19
日
（
火
）

　

午
後
６
時
30
分
開
場
／
午
後
７
時
開
演

【
整
理
券
発
行
・
問
い
合
わ
せ
】

日
本
の
ߚ
を
つ
く
る
町
࿈
ܞ
ਪ
進
本
部
事
務
ہ

（
産
業
振
ڵ
՝
内
）
ὸ
��

ʵ

６
１
３
６

日
本
の
紅あ
か

を
つ
く
る
町

日
本
の
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

雨
あ
が
り
す
べ
っ
て
見
た
い
な
紅
い
虹　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

紅
染
め
の
巧
み
な
技
に
頷
か
れ　
　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

バ
ラ
園
で
一
際
目
を
引
く
紅
の
色　
　
　
　
　
武
蔵
野
市　

池
田　

武
子

く
じ
引
き
は
馴
染
み
の
深
い
紅
の
玉　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

「
紅
花
つ
み
」
山
形
名
産
咲
か
す
夢　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

口
紅
で
チ
ト
大
人
び
る
新
成
人　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

蛤
の
中
に
紅
あ
り
京
み
や
げ　
　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

ほ
ほ
紅
も
死
語
に
な
っ
た
か
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

着
せ
た
い
な
紅
の
羽
衣
白
鷹
に　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

紅
を
さ
す
女
ら
し
さ
は
置
い
て
き
た　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

赤
ト
ン
ボ
空
一
面
に
紅
の
里　
　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

紅
色
の
夕
日
が
沈
む
西
山
に　
　
　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

生
産
日
本
一
育
て
よ
我
が
町
の
紅　
　
　
　
　

萩　

野　

川
部　

ち
ゑ　

早
起
き
し
は
け
ご
一
杯
紅
花
摘
む　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

孫
む
す
め
嫁
ぐ
日
老
妻（
つ
ま
）も
紅
を
さ
し  　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

葉
か
げ
か
ら
も
っ
と
か
お
出
す
紅
つ
ば
き　
　

萩　

野　

紺
野　

五
月

一
日
の
労
苦
も
空
の
紅
に
溶
け　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

幸
子

紅
の
色
町
の
シ
ン
ボ
ル
い
つ
ま
で
も　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

う
す
紅
の
化
粧
直
す
乙
女
か
な　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

待
ち
遠
し
今
年
も
種
ま
く
紅
の
花　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

紅
の
か
さ
白
鷹
町
し
ぐ
れ
か
な　
　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

雨
上
が
り
遠
く
に
か
す
む
紅
の
橋　
　
　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

又
来
て
ね
町
に
一
役
紅
の
花　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

紅（
あ
か
）の
町
ス
ロ
ー
ガ
ン
掲
げ
集
う
郷（
ま
ち
）　

 

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

紅（
く
れ
な
い
）に
染
め
し
ほ
っ
ぺ
ゲ
ン
キ
ッ
ズ　

  

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

紅
の
花
し
ら
た
か
紬
で
ひ
か
る
町　
　
　
　
　

広　

野　

新
野
智
耶
子

白
鷹
の
心
通
わ
す
紅
の
里　
　
　
　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

紅
灯
の
巷
に
も
あ
る
古
希
の
席　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉　

夏
祭
り
稚
児
の
浴
衣
も
紅
の
花　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

戻
り
た
い
始
め
て
紅
さ
す
と
き
め
く
日　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

伝
統
の
紅
花
県
花
栄
え
あ
り　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

紅
花
よ
白
鷹
の
花
た
ん
と
咲
け　
　
　
　
　
　
ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

紅
白
よ
り
黒
の
水
引
き
多
い
町　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

白
い
布
紅
に
そ
ま
っ
て
幸
せ
よ　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

斬
新
な
真
紅
の
装
い
申
年
だ
っ
け　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

ɹ町報川柳　― 紅 ―ɹɹ�

次回「太」七月二十五日まで。　「大」八月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

平
成
28
年
度
の
教
育
目
標
の
最
初

に
掲
げ
、
目
指
す
人
間
像
を
最
も
シ

ン
プ
ル
に
表
現
し
て
い
る
の
が
、「
自

己
実
現
を
目
指
す
自
立
し
た
人
間
を

育
成
す
る
」
で
す
。

　

近
年
、
荒
高
の
部
活
動
は
と
て
も

活
発
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

度
も
地
区
総
体
で
の
躍
進
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
、
テ
ニ
ス
男
子
ダ
ブ
ル

ス
が
強
豪
ペ
ア
を
下
し
な
が
ら
ベ
ス

ト
８
の
成
績
を
残
し
た
こ
と
な
ど
は

今
後
の
学
校
生
活
、
後
輩
の
目
標

　

部
活
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て
い

る
「
荒
高
ト
リ
プ
ル
Ｃ
（
図
１
）
」
は
、

教
育
目
標
の
一
番
目
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
の
で
、
卒
業
後
、
社
会
人
や

学
生
の
生
活
に
も
生
き
る
言
葉
で
す
。

　

総
合
学
科
４
期
生
と
な
る
現
１
年
生

も
大
変
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
教
育

課
程
も
新
し
く
な
り
、
平
成
28
年
度
生

徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
『6

t
H
p
 
t
o
 

t
h
H
 
I
u
t
u
r
H

』
・
前
進
…
新
た
な
未
来

に
向
か
っ
て
前
進
す
る
荒
高
生
／
・
善

心
…
常
に
思
い
や
り
を
持
っ
て
地
域
に

貢
献
す
る
荒
高
生
を
、
先
輩
と
と
も
に

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

欠
席
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
１
年
生
の
職

員
室
入
室
時
「
失
礼
し
ま
す
。
１
年
○

組
、
□
□
で
す
。
△
△
先
生
に
用
事
が

あ
っ
て
来
ま
し
た
」
は
と
て
も
清
々
し

く
感
じ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

す
が
、
こ
の
声
に
日
々
善
心
を
感
じ
、

荒
高
の
前
進
を
予
感
さ
せ
る
も
の
を
強

く
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
荒
高

ト
リ
プ
ル
Ｃ
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

荒高掲示板 

部活動スローガン
― 荒高ＣＣＣ ―

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
勇
気
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
年
度

の
初
め
に
新
し
い
部
活
動
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
こ
と
も

大
き
く
良
い
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

町
か
ら
施
設
利
用
な
ど
多
大

な
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
て

い
る
事
実
も
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

ᅗ㸯「Ⲩ㧗ࣝࣉࣜࢺ㹁」
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白
鷹
町
の
皆
さ
Μ
こ
Μ
に
ち
は
。

４
月
��
日
よ
り
地
Ҭ
お
こ
し
協
力
ୂ

に
着

し
ま
し
た
、
ᖒ
ᬑ

で
す
。

東
ژ

の

ా
۠
ग़

の
��
ࡀ
。
ࠓ

ま
で
は
、
ແ
機
࣭
な
ߴ
い
Ϗ
ϧ
に
ғ

ま
れ
な
が
ら
̓
年
ऑ
、
ओ
に

٬
業

や
Ӧ
業
৬
に
務
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
白
鷹
町
؍
ޫ
協
会
で
׆

動
し
て
い
ま
す
。
׆
動
内
༰
は
ओ
に

白
鷹
町
の
̥
̧
、
Π
ϕ
ϯ
τ
等
の
ӡ

Ӧ
、
ا
ը
で
す
。
ࣸ
ਅ
を
ࡱ
っ
て
、

؍
ޫ
協
会
の
ϗ
ồ
Ϝ
ϖ
ồ
δ
に
ࡌ
ͤ

た
り
、
ϑ
ỻ
Π
ε
ϒ
ỽ
Ϋ
で
ه
事
を

Ξ
ỽ
ϓ
し
て
い
る
の
は
、
実
は
ࢲ
で

す
ʂ
ಥ
વ
औ
材
に

う
事
が
͋
る
か


し
れ
ま
ͤ
Μ
が
、
ͦ
の
ࡍ
は
ͥ
ͻ

Թ
か
く
ܴ
͑
入
れ
て
や
っ
て
く
ͩ
さ

い
。
ت
び
ま
す
（
ࢲ
が
）。

　

͋
と
は
、α
ỽ
Χ
ồ
が
大

き
で
、

町
の
ε
ϙ
ồ
π
গ
年
ஂ
ủ
̛
̘
ϗ
ồ

Ϋ
ε
Ứ
で
ί
ồ
ν
を
や
ら
さ
ͤ
て


ら
っ
て
ま
す
。
月
、
木
、
ۚ
で
࿅
श

し
て
ま
す
の
で
、
ͦ
ち
ら
の
ํ

よ

Ζ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
স
）。

　

地
Ҭ
お
こ
し
に
つ
い
て
は
、
地
Ҭ

ͩ
け
で
な
く
町
શ
ମ
で

り
上
͛
る

こ
と
が
大
事
ͩ
と
ࢥ
っ
て
ま
す
。
ࠓ

は
わ
か
ら
な
い
こ
と
ͩ
ら
け
な
の

で
、
い
Ζ
い
Ζ
な

ใ
を
い
た
ͩ
け

る
と
大
ม
͋
り
が
た
い
で
す
。

　

日
ʑ
ษ
ڧ
し
、
白
鷹
町
を
よ
り
一



り
上
͛
ら
れ
る
よ
う
、
ࢹ

を


͛
て
町
શ
ମ
を
ݟ
な
が
ら

ใ
発

৴
を
し
て
い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

Ͳ
う
ͧ
よ
Ζ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「東京からやってきました。
　　　　　　　地域おこし協力隊の澤

さわべ  さとし

邊聖です！」

第５回
地域おこし協力隊通信

地域おこし協力隊とは…
ɹொ͕ҙཉ͋ΔॅࢢຽΛ
ड͚ೖΕҕ͠ɺҬࣄߦ
ͷԠԉɺॅຽͷੜࢧ׆ԉͱ
͍ͬͨʮҬ׆ྗڠಈʯʹ
Β͍ͳ͕Βɺͯ͠ࣄै
Ҭੑ׆ԽΛ͢ࢦͷͰ͢ɻ

■一般男子の部
１位　　蚕　桑
２位　　十　王
３位　　鮎　貝
■一般女子の部
１位　　蚕　桑
２位　　鮎　貝
３位　　東　根
■壮年の部
１位　　蚕　桑
２位　　鮎貝Ｂ
３位　　荒　砥
３位　　十　王
■総合成績
１位　　蚕　桑　21 点
２位　　鮎　貝　14 点
３位　　十　王　９点

第
31
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

６
月
20
日
〜
22
日
／
白
鷹
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

各種大会等の結果

　

ീ
Ԧ
ࢠ
ࢢ
在
ॅ
の
ീ
木
ॏ
ࢠ
様

よ
り
、ֆ
ը
ủ
ݜ
の
ಓ
Ứ（
一
̌
̌

߸
）
を
د
ଃ
い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

　

ീ
Ԧ
ࢠ
と
ԣ

を
݁
Ϳ
ủ
ݜ
の

ಓ
Ứ。
ͦ
の
ủ
ݜ
の
ಓ
Ứ
を
、
ը

Ո
の
ଜ
ా
ಫ
ࢢ
さ
Μ（
ീ
Ԧ
ࢠ
ࢢ
）

が
ඳ
い
た

の
で
す
。
か
つ
て
は

ཆ
ࢋ
の
町
で
、
現
在

৫
ݩ
が


る
白
鷹
町
の
こ
と
を

り
ủ
ͥ
ͻ

町
民
の
皆
さ
Μ
に
ご
ཡ
い
た
ͩ
き

た
い
Ứ
と
ീ
木
様
。
͋
わ
ͤ
て
ੴ

Ҫ
ඒ
ઍ
ࢠ
さ
Μ
の
ਓ
ܗ
ủ
昭
和
の

こ
Ͳ

た
ち
Ứ
の
ࣸ
ਅ
ύ
ω
ϧ

（
一
̌
̌
߸
૬
当
）

��
ຕ
د
ଃ

い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

　

い
た
ͩ
い
た
࡞

は
ࠓ
後
、
町

จ
化
交
ྲྀ
η
ϯ
λ
ồ
͋
Ώ
ồ
Ή
に

ల
示
す
る
༧
定
で
す
。

　

͋
り
が
と
う
ご
͟
い
ま
し
た
。

┿ࣝࢿࣃ

人ᙧ「の子どもたࡕ」
⤮画「⤱の㐨」

ᡓ、おも࣒࣮࣍山ᙧ࢜ࢹࢸࣥࣔ
てなし࣮ࢼ࣮ࢥ白鷹町㹎㹐にて

絵
画
及
び
写
真
パ
ネ
ル
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費町長の主な動静 ６݄ ６݄
月　日 行　　事　　名

6月 1日

定例課長会

あゆみの園認知症専門棟起工式

議会運営委員会

6月 2日 山形県水源林造林協議会通常総会

6月 3日 山形おきたま観光協議会総会

6月 4日 消防用緊急車両引渡し式

6月 5日 春季消防演習

6月 6日 体育協会表彰式及び評議員会

6月 7日
白鷹町議会第 3 回定例会 ・ 本会議

まちづくり複合施設等整備特別委員会

6月 8日 白鷹町農業再生協議会総会

6月 9日 総務厚生常任委員会

6月 10日 産建文教常任委員会

6月 11日 白鷹町青年建設班 （拓心会） 50 周年記念の祝う会

6月 13日 キリンビール一番搾り山形づくり仕込式 （宮城県）

6月 14日

議会運営委員会

全員協議会

第 3 回白鷹町議会定例会 （8 日目 ・ 本会議）

6月 15日
森林 ・ 林業 ・ 林産業活性化推進研修会

白鷹ライオンズクラブ最終例会

6月 16日 白鷹町戦没者追悼式

6月 17日

西置賜行政組合議会臨時会

西置賜行政組合議会懇談会

長井西置賜建設業組合町長と語る会

月　日 行　　事　　名
6月 18日 桶川市紅花まつり （埼玉県）

6月 20日 参議院議員岸宏一先生に感謝する会

6月 21日 町重要事業要望

6月 24日 掛川第六師団長を囲む夕べ

6月 25日 仙台しらたか会総会 （宮城県）

6月 26日

ふるさと森林公園パークゴルフ場整備事業竣工式

第 11 回白鷹町長杯パークゴルフ親睦大会

白鷹町消防団操法大会

6月 27日

産建文教常任委員協議会

総務厚生常任委員協議会

議会運営委員会

第 4 回白鷹町議会臨時会

全員協議会

荒砥高校をサポートする会役員会

置賜総合支庁とのまちづくり懇談会

6月 28日
白鷹町交通安全対策協議会総会

若鮎マラソン大会実行委員会

6月 29日

消防署白鷹分署庁舎建設工事安全祈願

山形鉄道㈱経営改善推進委員会

山形鉄道㈱取締役会

山形鉄道㈱定時株主総会

観光交流大使との交流会

6月 30日
観光交流大使委嘱書交付式

置賜広域行政事務組合理事会

愛真こども園

　遠足で米沢に行き、プラネタリュウムを見ました。天

井がだんだん暗くなり、星が一つ、二つ……と見えてく

ると「すごい！」「きれい！」と歓声があがりました。真っ

暗な夜空に、たくさんの星が輝く素敵な世界に引き込ま

れ感動していた子どもたちです。

「プラネタリュウムうちゅうにあるほしみつけたよ」

「ひかってるてんじょうにほしだプラネタリュウム」

「プラネタリュウムおへやがほんとのよぞらだね」

子ども俳句「プラネタリュウム」

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

6月 1日
香典 5,000　

元白鷹町社会福祉協議会
事務局長弔慰金

御祝 3,300　 あゆみの園新棟竣工式

6月 8日 香典 10,000　 職員ご親族弔慰金

6月 9日 御祝 10,000　
白鷹町青年建設班 （拓心
会） 50 周年記念

6月 15日
御祝 3,000　 白鷹ライオンズクラブ最終例会

香典 10,000　 元衆議院議員弔慰金

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
6月 17日 香典 10,000　 元職員弔慰金

6月 20日 香典 10,000　 白鷹町学校校歌作曲者弔慰金

6月 28日 御祝 5,000　
水頭地域ため池総合整備事
業安全祈願祭 ・ 竣工祝賀会

6月 30日 御祝 3,000　 四季の郷駅夏の感謝祭

計 69,300　
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̨̧̜̣̠̞̣̞̠̤̣̞̠̤̝̞̖̩̖̠̖̚ �1
࠙ၥい合わせࠚᗣ⚟♴課ᗣ᥎㐍ಀ　܄㸶㸴�㸮２㸯㸮

デ、人㛫ࢡࢵࢻをཷデした方をᑐ㇟にデ⤖ᯝㄝ

᫂を㛤ദしています。ㄝ᫂では、デ⤖ᯝの見

方、⏕ά⩦័ண㜵のたࡵの食と㐠ືについてお

ఏえします。デ⤖ᯝは⮬分のయの≧ែを⾲す大切

なものです。ㄝ᫂にཧຍしてデ⤖ᯝを☜ㄆし、

⏕ά⩦័を見┤してᗣ࡙くりに⏕かしましょう。

にヱᙜした方に≉ᐃಖ࣒࣮ࣟࢻࣥࢩࢡࢵࣜ࣎ࢱ࣓

ᣦᑟのごෆをしています。さらに、⭡ᅖ、㹀㹋㹇（య

᱁）がṇᖖ域でも、⾑ᅽ、⬡㉁、⾑⢾で␗ᖖがみら

れた方に、にこにこᗣㅮᗙのごෆをしています。

どࡕらもデ⤖ᯝㄝ᫂とྠ᪥に㛤ദし、ᑐ㇟の方

には、個ูにごෆしています。このᶵにぜひご

ཧຍください。

ᗣ࡙くりのたࡵの㐠ື教ᐊを行ࡗています。⏕ά

⩦័ண㜵にはయをືかす⩦័がఱࡼりも大切で

す。さらに、㐠ືは、᪥ࠎのࢫࣞࢺࢫゎᾘにຠᯝⓗ

です。ᗣ࡙くりのたࡵ、ぜひごཧຍください。

ಖᖌが、地༊ごとのᗣ課㢟とᑐฎἲについてお

▱らせし、ྠに⾑ᅽ ᐃ、ᗣ┦ㄯを行います。

デをཷデした 40ṓᮍ‶の方で、⾑ᅽ、⬡㉁、⾑

⢾で␗ᖖがみられた方にㅮᗙのごෆをしていま

す。ㅮᗙでは、་ᖌࡼり、ࠗ ⏕ά⩦័にならない

たࡵに今、ఱができるか࠘についてわかりやすくお

ヰしいただくணᐃです。ᑐ㇟の方には、個ูにご

ෆいたします。

ɹ健診結果説明会

ɹ特定保健指導、にこにこ健康講座

ɹ各地区健康教室

ɹらくらくスマイル教室

ɹ生活習慣病予防講座

※各事業の日程は、町報おしらせ版、元気ニコニコ推進カレンダーをご覧ください。

＋ 健診結果説明会日程
᪥ ሙ

８月４᪥（ᮌ） ᗣ⚟♴࣮ࢱࣥࢭ

８月29᪥（月） ⺋᱓地༊࣮ࢱࣥࢭࢸࢽ࣑ࣗࢥ

９月６᪥（ⅆ） ༑⋤地༊࣮ࢱࣥࢭࢸࢽ࣑ࣗࢥ

９月30᪥（㔠） ⴗ野ࡩれあい㤋

10月６᪥（ᮌ） ࢨࣛࣉ࣮ࢽ࣮ࣔࣁ

11月７᪥（月） ᗣ⚟♴࣮ࢱࣥࢭ

11月29᪥（ⅆ） ᮾ᰿地༊࣮ࢱࣥࢭࢸࢽ࣑ࣗࢥ

12月15᪥（ᮌ） ᗣ⚟♴࣮ࢱࣥࢭ

１月24᪥（ⅆ） ᗣ⚟♴࣮ࢱࣥࢭ

ͤヲ⣽は、デ⤖ᯝ㏻▱にྠᑒのごෆをごぴく

ださい。

●　各教室で、生活習慣改善のポイントをお伝えし

　ています。健診結果説明会、その他の教室に参

　加し、良い生活習慣を継続していきましょう！

　皆さんの参加をお待ちしております。

● すべての事業が健紅マイレージでポイントの対

　象になりますので、合わせてご参加ください。

ɹ平成 26 年度の町の特定健診結果から、受診者の６割が血圧、５割が血糖で基準を超え、脂質に至っては、

中でも悪玉コレステロールが高い方が７割以上みられることがわかりました。血圧、脂質、血糖の異常は動

脈硬化の原因となり、進行すると、心筋梗塞、脳卒中、糖尿病を発症する可能性があります。さらに、動脈

硬化は、自覚症状のないまま進行し、いつの間にか重症化していることも考えられます。そのため、今回は、

早い時期から生活習慣病を予防するために役立てていただきたい今年度事業についてお知らせいたします。

    皆さんは健診結果をどのように活用していますかʁ
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平成 28年度
“明るいやまがた”夏の安全県民運動
ՆٳظՋɺϨδϟʔɺॵ͞ʹΑΔؾͷΏΔΈർ࿑ͳͲ͔Βަ௨ނࣄਫ
ͷނࣄ͕ଟ͘ͳΓɺ·ͨɺ੨গͷඇߦۙͳ൜ࡑଟ͘ͳΔͰ͢ɻ
ΛҾ͖కΊͯʮ҆શͰ҆৺ͳຖʯΛ৺͕͚·͠ΐ͏ɻؾ

＜薬物相談窓口＞

༴㝤ࢢࢵࣛࢻに㛵するሗやᅔり

ごとなど、ご┦ㄯください。

☎　㈷ಖᡤ⨨ە 0238-22-3872
　࣮ࢱࣥࢭ♴⚟⢭⚄ಖە

　　　　　　　☎ 023-624-1217
☎　㆙ᐹ本㒊┴ە 023-635-1074
　ᗣ⚟♴㒊ᗣ⚟♴企画課┴ە

　　　　　　　☎ 023-630-2332

運動の重点

実施期間ɹ７月 19日（火）～８月 18日（木）

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

危
険
ド
ラ
ッ
グ
と
は
…

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
、
麻
薬
や
覚

醒
剤
と
同
様
、
ま
た
は
そ
れ
以
上

の
有
害
性
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

健
康
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

法
律
の
規
制
を
抜
け
て
売
ら
れ
て

い
る
と
て
も
危
険
な
薬
物
で
す
。

使
う
と
ど
う
な
る
か
…

　

意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
た
り
、

呼
吸
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て

命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
実
際
に
死
亡
事
故
や
意
識
障

害
に
よ
る
交
通
事
故
も
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

危険ドラッグは、「買わない！使わない！かかわらない！」
～6月 26 日から 7月 25 日は山形県危険ドラッグ撲滅運動強化月間です～

青少年の健全育成といじめ・非行防止
～みんなで育む人間性・社会性豊かな青少年～

○あいさつ・見守り運動

　～子どもを家庭・地域で育てよう！

○モラル・マナーの向上運動

　～大人が子どもの手本となろう！

○子どもを事故、犯罪等から守る運動

　～子どもの安全を地域社会全体で守ろう！

身近な犯罪等の防止
～みんなでつくろう安全・安心の街～

◎家族旅行、夏祭り、買い物など外出の機会が多く犯罪の被害にあ

　わないように注意しましょう。

○戸締りしっかりカギかけて。

○自宅に多額の現金を置かないようにしましょう。

○車から離れるときは「キー抜き・ドアロック」し、カバンや貴重

　品は置かないようにしましょう。

○地域ぐるみで犯罪を防止し、安全で住み良い地域にしましょう。

子どもと高齢者の交通事故防止・飲酒運転の撲滅
～人も車も自転車も、しっかり止まって、はっきり確認～

○前をよく見て運転集中！歩行者を守ろう

○しっかり止まって　はっきり確認 

○全員で着用シートベルト　チャイルドシート

○飲酒運転を「しない　させない　許さない」

海・山・川での事故防止
～安全で楽しい夏休み～

○子どもの遊泳には、保護者等の

　監視を怠らないようにしましょ

　う。

○登山や釣りは、体調に注意し無

　理のない安全な計画で行おう。

○危険な場所で遊んでいる子ども

　等には、みんなで注意し合おう。

ＳＴＯＰ
！
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こ
ぶ
し
の
家
夏
ま
つ
り

˝
い
つ　

８
月
６
日
（

）

　

ޕ
後
３
࣌
Ỗ
６
࣌

˝
Ͳ
こ
で　

こ
Ϳ
し
の
Ո
（
Ӎ
ఱ
࣌

は
交
ྲྀ
ϗ
ồ
ϧ
）

˝
ग़
ԋ　

μ
ϯ
ε
α
ồ
Ϋ
ϧ
ứ
Ϛ

ϧ
ϕ
Ϧ
ồ
ζ
Ừ、
Ճ
౻
Ϛ
ν
Ỿ
Ξ
Ω
、

よ
さ
こ
い
白
鷹
ᓎ
鷹
။

˝
ച
ళ　

ম
き
ͦ

、
ম
き
ௗ
、
こ

Μ
に
Ỵ
く
、
か
き
ණ
、
生
Ϗ
ồ
ϧ
、

δ
ỿ
ồ
ε
、
ϑ
Ϧ
ồ
Ϛ
ồ
έ
ỽ
τ
等

˝
こ
Ϳ
し
の
Ո
の
࡞

ൢ
ച　

は
が

き
、
わ
り

し
、
の
し
ା
、
സ
置
き
、

手
৫
り


等

˞
Ն
ࡇ
り
の
お
手

い
を
し
て
く
ͩ

さ
る
Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
を
ื
ू
し
て
い

ま
す
。
お
ؾ
ܰ
に
お

い
合
わ
ͤ
く

ͩ
さ
い
。

˞
当
日
は
施
設
開
์
日
に

な
っ
て

い
ま
す
。
町
内
及
び
ۙ
ྡ
地
Ҭ
の
在


ো
が
い
ऀ
（
ࣇ
）
の
ํ
ʑ
、
Ͳ
な

た
で

お
い
で
い
た
ͩ
け
ま
す
。

˙

い
合
わ
　ͤ

こ
Ϳ
し
の
Ո　


　ా

ὸ
��

ʵ

̑
６
６
̌

　

第
21
回
白
鷹
陽
光
学
園
夏
祭
り

˝
い
つ　

̓
月
��
日
（

）

　

ޕ
後
６
࣌
Ỗ
８
࣌
��
分

˞
大
Ֆ
Ր
大
会
は
ޕ
後
̓
࣌
��
分
Ỗ

˝
Ͳ
こ
で　

白
鷹
ཅ
ޫ
ֶ
Ԃ
ά
ϥ


ϯ
υ
（
Ӎ
ఱ
の
場
合
は
ֶ
Ԃ
ମ
ҭ
館

・
大
Ֆ
Ր
大
会
は
ཌ
日
）

˝
内
༰　


ٖ
ళ
・
大
Ֆ
Ր
大
会
・

Ҫ
上
ઍ
य़
Վ
ག
γ
ἀ
ồ　

˙

い
合
わ
　ͤ

白
鷹
ཅ
ޫ
ֶ
Ԃ
Ն

ࡇ
り
行
事
　

ۚ
ా

ὸ
��

ʵ

３
̌
３
̌

　

２
０
１
６
　

ワ
ン
デ
ー

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブVol.5

˝
い
つ　

̓
月
��
日
（
日
）

　

ޕ
後
４
࣌
開
場
ʗ
４
࣌
��
分
開
ԋ

˝
Ͳ
こ
で　

白
鷹
町
จ
化
交
ྲྀ
η
ϯ

λ
ồ　

͋
Ώ
ồ
Ή

˝
入
場
ྉ　

・
大
ਓ　
　

２
̑
̌
̌
ԁ

・
中
ߴ
生　

１
̑
̌
̌
ԁ

˝
ग़
ԋ　

ࢁ
ܗ
ˍ
東
%ژ

BO�7P

ϑ

Ỹ
ϛ
Ϧ
ồ
ˍ
Ξ
ồ
ς
ỹ
ε
τ

˝
ή
ε
τ　

平
ώ
ϩ
ϛ
（
ϰ
Ỽ
ồ

Χ
ϧ
ʗ
ԣ
ా
৲
ग़

）、
Ӊ

Ղ
ࢠ

（
ϐ
Ξ
ϊ
）、
ా
中
༸
平
（
ϕ
ồ
ε
）、


ా
߶
（
υ
ϥ
Ϝ
ε
）

˞
ή
ε
τ
に
よ
る
ύ
ϑ
Ỽ
ồ
Ϛ
ϯ
ε

は
ޕ
後
̑
࣌
��
分
開
始
༧
定
で
す
。

˙
ν
έ
ỽ
τ
・

い
合
わ
ͤ

ϫ
ϯ
σ
ồ
ϛ
ỿ
ồ
δ
ỽ
Ϋ
ϥ
Π
ϒ
実

行
委
員
会　

খ

（
ὸ
̌
８
̌

ʵ

１

８
̌
３

ʵ

６
３
̑
２
）・
平
（
ὸ
̌

８
̌

ʵ

３
１
２
６

ʵ

４
９
̓
̌
）

%
BO�7P


Ҫ
（

Ҫ
ࢢ
ま
ま
の
上

２

ʵ

��
）

［
ϝ
ồ
ϧ
］EBOWPOZ!

HN
BJM�DPN

　
　

置
賜
医
師
会
１
０
０
回
開
催
　
　

　

記
念
事
業

˝
い
つ　

̓
月
��
日
（

）

　

ޕ
後
４
࣌
��
分
開
ԋ
ʗ
４
࣌
開
場

˝
Ͳ
こ
で　

ೆ
ཅ
ࢢ
จ
化
会
館　

大

ϗ
ồ
ϧ

˝
内
༰　

έ
ồ
γ
ồ
ߴ
ๆ
の
ủ
স
い

と
݈
߁
Ứ
ߨ
ԋ
会
（
入
場
ແ
ྉ
）

˝
定
員　

ઌ
着
１
̌
̌
̌
໊

˙

い
合
わ
　ͤ

ೆ
ཅ
ࢢ
東
置
賜
܊

ҩ
ࢣ
会　

ὸ
̌
２
３
８

ʵ

��

ʵ

４
４
１
４

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

ụ
ਆ
໌
Ξ
ύ
ồ
τ
Ủ

˝
所
在
地　

白
鷹
町
大
ࣈ
҂

２
４

６
８

ʵ

１
　̌

˝
ื
ू
ށ
　

２
ށ
（
一
ൠ
用
）

˝
間
औ
り　

３
̙
̠
（
８
ʴ
６
ʴ
４

・
̑

ʴ

所
ʴ
ཋ
ࣨ
）

˝
Ո
　

所
ಘ
ֹ
等
に
よ
り
月
ֹ
１

ສ
８
̑
̌
̌
ԁ
Ỗ
３
ສ
６
４
̌
̌
ԁ

˝
敷
　ۚ

Ո

の
３
ἃ
月
分

˝
入
ډ
資
　֨

ॅ

ࠔ
ځ
ऀ
で
、
入

ډ
ੈ
ଳ
の
ऩ
入
が
公
Ӧ
ॅ

๏
の
基

準
Ҏ
下
で
、
ಉ
ډ
す
る


が
い
る

ํ
及
び

力
ஂ
ؔ

ऀ
で
は
な
い
ํ

˝
入
ډ
Մ
能
日　

８
月
下
०

˝
ื
ू
期
間　

̓
月
��
日
（
Ր
）
Ỗ

̓
月
��
日
（
月
）
ま
で

˝
ਃ
ࠐ
ํ
๏　

平
成
��
年
分
の
ݯ
ઘ


ऩ
ථ
の
ࣸ
し
、
平
成
��
年
度
所
ಘ

ূ
໌
ॻ
な
Ͳ
入
ډ
ऀ
શ
員
の
所
ಘ
の

わ
か
る

の
及
び
ॅ
民
ථ
౽
本
、
ݸ

ਓ
൪
߸
が
確
ೝ
で
き
る
ॻ
ྨ
が
ඞ
ཁ

と
な
り
ま
す
。（
Ϛ
Π
φ
ϯ
ό
ồ
制
度

の
ಋ
入
に
よ
り
、
ਃ
ࠐ
ऀ
の
ཁ
݅
に

よ
り
ఏ
ग़
ॻ
ྨ
が
ҟ
な
る
場
合
が
͋

り
ま
す
。）
ৄ
し
く
は
お

い
合
わ

ͤ
く
ͩ
さ
い
。

˙

い
合
わ
　ͤ

建
設
ਫ
ಓ
՝

理

　

ὸ
��

ʵ

６
１
４
̌

催
　
し   nformation

　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５-２１１１

募
　
集

広 
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Π
、
എ
ӭ
͗

˖
খ
ֶ
生
̑
・
６
年
の
部
（
உ
・
ঁ
）

��
̼
・
１
̌
̌
̼
ࣗ
༝
ܗ
、
平
ӭ
͗
、

ό
λ
ϑ
ϥ
Π
、
എ
ӭ
͗
、
１
̌
̌
̼

ݸ
ਓ
ϝ
υ
Ϩ
ồ

ஂ
ମ
の
部
（
ֶ
ߍ
ର
߅
）
ộ
ֶ
ߍ
ผ

に
உ
ঁ
と

１
ν
ồ
Ϝ
ͣ
つ

２
̌
̌
̼
ϑ
Ϧ
ồ
Ϧ
Ϩ
ồ
、
ϝ
υ
Ϩ

ồ
Ϧ
Ϩ
ồ
（
１
ਓ
��
̼
）

˖
中
ֶ
生
（
உ
・
ঁ
）

　

第
53
回
白
鷹
町
民
水
泳
大
会

　

参
加
者
募
集

˝
い
つ　

�
月
��
日
（
木
）

　

ޕ
લ
８
࣌
��
分
開
会
ࣜ

　

ޕ
લ
９
࣌
��
分
ڝ
ٕ
開
始

˝
Ͳ
こ
で　

白
鷹
町
民
ϓ
ồ
ϧ

˝
種
目

˖
খ
ֶ
生
３
・
４
年
の
部
（
உ
・
ঁ
）

��
̼
ࣗ
༝
ܗ
、
平
ӭ
͗
、
ό
λ
ϑ
ϥ

��
̼
・
１
̌
̌
̼
ࣗ
༝
ܗ
、
平
ӭ
͗
、

ό
λ
ϑ
ϥ
Π
、
എ
ӭ
͗
、
１
̌
̌
̼

ݸ
ਓ
ϝ
υ
Ϩ
ồ

ஂ
ମ
の
部
（
ֶ
ߍ
ର
߅
）

２
̌
̌
̼
ϑ
Ϧ
ồ
Ϧ
Ϩ
ồ
、
ϝ
υ
Ϩ

ồ
Ϧ
Ϩ
ồ

˖
ߴ
ߍ
（
உ
・
ঁ
）

��
̼
・
１
̌
̌
̼
ࣗ
༝
ܗ
、
平
ӭ
͗
、

ό
λ
ϑ
ϥ
Π
、
എ
ӭ
͗
、
２
̌
̌
̼

ݸ
ਓ
ϝ
υ
Ϩ
ồ
、
ϑ
Ϧ
ồ
Ϧ
Ϩ
ồ
、

ϝ
υ
Ϩ
ồ
Ϧ
Ϩ
ồ

˖
一
ൠ

��
̼
・
１
̌
̌
̼
ࣗ
༝
ܗ
、
平
ӭ
͗
、

��
̼
ό
λ
ϑ
ϥ
Π
、
എ
ӭ
͗
、
１
̌

̌
̼
ݸ
ਓ
ϝ
υ
Ϩ
ồ
、
２
̌
̌
̼
ϑ

Ϧ
ồ
Ϧ
Ϩ
ồ
、
ϝ
υ
Ϩ
ồ
Ϧ
Ϩ
ồ

˝
ਃ
し
ࠐ
Έ　

̓
月
��
日
（
木
）
ޕ

後
１
࣌
ඞ
着
ڭ、
ҭ
委
員
会
生
֔
ε

ϙ
ồ
π

ま
で
。

˞
খ
中
ֶ
生
は
ֶ
ߍ
ご
と
に
ま
と
め

て
お
ਃ
し
ࠐ
Έ
く
ͩ
さ
い
。

˞
ߴ
ߍ
・
一
ൠ
に
つ
い
て
は
、
ڭ
ҭ

委
員
会
に
ਃ
ࠐ
ॻ
を
備
͑
て
͋
り
ま

す
。

˞
当
日
は
駐
車
場
が
大
ม
ࠞ
Έ
合
い

ま
す
の
で
、

り
合
わ
ͤ
に
ご
協
力

く
ͩ
さ
い
。

˙

い
合
わ
　ͤ

ڭ
ҭ
委
員
会
生
֔

ε
ϙ
ồ
π
　

ὸ
��

ʵ

６
１
４
̓

看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ：   川記念病院 人事担当までお電話ください 0238-87-8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、
作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や
看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、
当病院の修学資金制度を利用してみませんか
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ઐ
म
ֶ
ߍ
ủ
ߍ
Վ
Ứ
制
定
委
員
会
事

務
　ہ

ὸ
��

ʵ

２
̌
８
１

　
　

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

　
　

参
加
者
募
集

˝
ื
ू
種
目
及
び
Ԡ
ื
資
֨

ᶃ
ࣗ
Ӵ

ީ
ิ
生
、
一
ൠ

ީ
ิ
生

ộ
��
ࡀ
Ҏ
上
��
ࡀ
ະ
ຬ
の
உ
ঁ

ᶄ
ߤ
ۭ
ֶ
生
ộ
ߴ
ߍ
ଔ
業
Ҏ
上
で
��

ࡀ
Ҏ
上
��
ࡀ
ະ
ຬ
の
உ
ঁ

˝
ड

期
間

・
ࣗ
Ӵ

ީ
ิ
生　

ਵ
࣌
ड


・
一
ൠ

ީ
ิ
生
ʗ
ߤ
ۭ
ֶ
生

　

９
月
８
日
（
木
）
ま
で

˝
ࢼ
ݧ
日　

ड

࣌
に
お

ら
ͤ
し

ま
す
。

ừ
࠾
用
આ
໌
会
Ử

˝
い
つ

・
̓
月
��
日
（
日
）
ޕ
લ
９
࣌
��
分

　

Ỗ
��
࣌
��
分

・
８
月
６
日
（

）
ޕ
後
１
࣌
��
分

　

Ỗ
３
࣌
��
分

˝
Ͳ
こ
で　

中
央
公
民
館
ୈ
１
・
２

ݚ
म
ࣨ

˞
༧

不
ཁ
で
す
。
ৄ
し
く
は
、
お


い
合
わ
ͤ
く
ͩ
さ
い
。

˙

い
合
わ
　ͤ

ࣗ
Ӵ
ୂ
ถ

地
Ҭ

事
務
所
（
ถ

ࢢ
ۚ

ࡾ
ஸ
目
１

ʵ

��
）
ὸ
̌
２
３
８

ʵ

��

ʵ

̌
̌
１
１

　

白
鷹
高
等
専
修
学
校

  「
校
歌
の
歌
詞
」を
募
集
し
ま
す

　

白
鷹
ߴ
等
ઐ
म
ֶ
ߍ
に
;
さ
わ
し

く
、
生
ె
た
ち
の
ເ
や
ر

が
ײ
͡

ら
れ
、
地
Ҭ
ੑ
が
ײ
͡
ら
れ
る
Վ
ࢺ

を
公
ื
し
ま
す
。

˝
ื
ू
期
間　

９
月
��
日（
ۚ
）ま
で

˞

い
合
わ
ͤ
い
た
ͩ
け
れ

、
ৄ

し
い
ื
ू
ཁ
ྖ
な
ら
び
に
ֶ
ߍ
ཁ
ཡ

を
༣
ૹ
し
ま
す
。

˞
࠾
用
さ
れ
た
ํ
に
は
ँ
ྱ
を
ଃ
ఄ

し
ま
す
。

˙
ఏ
ग़
ઌ
・

い
合
わ
ͤ

˟
９
９
２

ʵ

̌
̓
̓
１　

白
鷹
町
大

ࣈ
҂

３
４
４
６
൪
地　

白
鷹
ߴ
等
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᪥　⛬ 　ሙ

７月19᪥（ⅆ） 鷹山地༊࣮ࢱࣥࢭࢸࢽ࣑ࣗࢥ

７月20᪥（水） Ⲩ◒地༊࣮ࢱࣥࢭࢸࢽ࣑ࣗࢥ

７月25᪥（月） ༑⋤地༊࣮ࢱࣥࢭࢸࢽ࣑ࣗࢥ

７月26᪥（ⅆ） ᮾ᰿地༊࣮ࢱࣥࢭࢸࢽ࣑ࣗࢥ

７月29᪥（㔠） 㩗㈅地༊࣮ࢱࣥࢭࢸࢽ࣑ࣗࢥ

８月19᪥（㔠） ⺋᱓地༊࣮ࢱࣥࢭࢸࢽ࣑ࣗࢥ

※時間はいずれも午後７時 30分～９時まで

※お住まいの地区以外の会場に参加していただ

　いても結構です。

まちづくり座談会のお知らせ

ɹԼهͷఔͰ·ͪͮ͘Γ࠲ஊձΛ։͠࠵·͢ɻ
உঁྸΘͣɺ͓ Ճ͍͚ͨͩ·͢ͷͰɺࢀʹܰؾ
Ҭͷ՝ொશൠʹ͍ͭͯɺͥͻօ͞Μͷ͝
ҙݟΛ͓ฉ͔͍ͤͩ͘͞ɻਃ͠ࠐΈෆཁͰ͢ɻ

放射性ヨウ素 放射性セシウム

ひがしね保育園 不検出 不検出

さ く らの保育園 不検出 不検出

愛真こども園 不検出 不検出

よつばこども園 不検出 不検出

●期間　６月23日（木）～ 29日（水）
●測定限界ɹ０．５２～１．１Bq（ﾍﾞｸﾚﾙ）/kg

■問い合わせ
　健康福祉課子育て支援係   ☎８６-０２１２

保育園・こども園給食放射性物質検査結果

参加者募集

問　企画政策課情報係　☎８６-６１２１
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や
ま
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催
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▼
い
　
つ
　

①
８
月
19
日
（
金
）

　
午
後
6
時
30
分
〜
８
時
30
分

②
８
月
２０
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
ど
こ
で
　
文
化
伝
承
室

▼
講
　
師
　
金
田
利
之
さ
ん

▼
対
　
象
　
小
学
生
以
上

▼
定
　
員
　
各
回
20
人

▼
参
加
料
　

　
高
校
生
以
下
　
　   

1
5
0
0
円

　
大
人
　
　
　
　
　   

１
８
０
０
円

  

（
１
人
１
個
・
粘
土
1
kg  

）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で

▼
締
　
切
　
８
月
1４
日
（
日
）

　
午
後
5
時

　
毎
年
恒
例
、
通
算
７
回
目
の
イ

ベ
ン
ト
。
15
㎝
程
の
焼
き
物
で
外

枠
を
作
り
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
入
れ
て

中
か
ら
光
が
も
れ
て
く
る
よ
う
な

ミ
ニ
灯
籠
で
す
。
作
っ
た
作
品
は
、

後
日
「
ゆ
ら
め
き
音
楽
会
」
で
展

示
・
点
灯
予
定
。
館
内
で
展
覧
会

を
行
っ
た
後
に
お
渡
し
し
ま
す
。

TEL. 85-9071   FAX. 85-9072
E-mail.  shirataka@ayu-m.jp
URL.  http://www.ayu-m.jp/

vol.
82
vol.
82

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

８月までの休館日
7/19（火）・25（月）
8/1（月）・8（月）・15（月）・22（月）・29（月）

 ▼ 昨年の参加者作品。
　  ろうそくを入れると、
 　 目が光る　

● 

第
33
回

▼
い
　
つ
　
7
月
31
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
よ
り

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
会
　
費
　
5
0
0
円

　
　
　
　  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定
　
員
　
80
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

深
山
焼
ミ
ニ
灯
籠
を

　   

つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

夏
休
み
特
別
授
業

▼
い
　
つ
　
8
月
3
日
（
水
）

　
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

※

雨
天
中
止

▼
ど
こ
で
　
交
流
広
場

▼
講
　
師
　
渡
辺
久
美
さ
ん
他

▼
対
　
象
　
5
歳
〜
小
学
6
年
生

※

た
だ
し
、
未
就
学
児
は
保
護
者

　
同
伴
。

▼
定
　
員
　
約
30
名

▼
参
加
料
　
1
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　  

（
材
料
費
込
み
）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で

▼
持
ち
物
　
水
筒
（
飲
み
物
）、

　
帽
子
、タ
オ
ル
、着
替
え
（
必
要

　
な
場
合
）

▼
服
　
装
　
全
身
汚
れ
て
も
い
い

　
格
好
。

▼
締
　
切
　
7
月
20
日
（
水
）

　
午
後
5
時

　
ア
ー
ト
キ
ッ
ズ
団
で
は
、
夏
休

み
特
別
授
業
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
今
回
は
野
外
で
、
水
性
絵

の
具
の
色
水
を
使
用
し
、
筆
や
水

鉄
砲
を
使
っ
て
、
全
員
で
大
き
な

絵
を
描
く
色
水
遊
び
を
行
い
ま
す
。

完
成
し
た
大
き
な
絵
の
前
で
み
ん

な
で
写
真
を
撮
影
し
ま
し
ょ
う
。

●

●

●
● ●

●

�白鷹
町
総
合
型
地
域�

�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信�
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ヨ
ガ
は
身
体
へ
の
負
担
が
少
な

く
運
動
経
験
が
な
い
方
で
も
始
め

や
す
く
、
続
け
や
す
い
で
す
。�

▼
い
つ‒

７
月
25
日
（
月
）‒

⍫⏱
⏍
␢
␁
␔
␓
⏚
⏦
␢
⏡
␑
␝
␒
⏖
⍬ 

�

指
導
者�

今
野�

恵�

氏�

▼
い
つ‒

８
月
８
日
（
月
）‒

⍫⏡
⏑
⏎
␁
⏌
⏭
␁
⏐
⏓
␢
⏗
␝
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�

指
導
者�

今
野�

陽
介�

氏�
�

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分�

㻌
㻌

㻌

東
陽
ホ
ー
ル㻌

参
加
費㻌

会㻌
㻌

員㻌
㻌

５
０
０
円㻌

㻌
㻌

㻌
㻌

㻌

非
会
員㻌

㻌

８
０
０
円 
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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
サ
ッ
カ
ー
を

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
。㻌

㻌

第
１
・
３
水
曜㻌

サ
ッ
カ
ー㻌

㻌
㻌

紬
パ
ー
ク㻌

㻌

第
２
・
４
水
曜㻌

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ㻌

㻌
㻌

白
鷹
中
体
育
館㻌

▼
時
間㻌

午
後
７
時
30
分
～
９
時㻌

㻌
㻌

㻌

▼
対
象㻌

幼
児
か
ら㻌

▼
持
ち
物㻌

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル�

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ�
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▼
い
つ
7
月
30
日(

土) 

�
�
�
��

～
31
日(

日) 
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ඡ
⍥
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▼
集
合㻌

白
鷹
町
武
道
館
8
時
45
分㻌

▼
行
先㻌

猪
苗
代
湖㻌

㻌
㻌
㻌
㻌㻌

磐
梯
南
ヶ
丘
牧
場(

宿
泊) 

▼
対
象㻌

幼
児
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で

(

幼
児
は
保
護
者
同
伴
が
必
要
）㻌

▼
参
加
費㻌

会
員
１
５
，
０
０
０
円㻌

㻌

㻌
㻌
㻌
㻌
㻌
㻌

非
会
員
１
８
，
０
０
０
円 

▼
定
員㻌

20
名㻌

▼
申
込
締
切㻌

７
月
19
日
（火
）㻌

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
募
集
終
了

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⍫
ݩ
ే

ܴ
⍬ 

�

初
心
者
大
歓
迎
！
講
師
の�

先
生
に
ル
ー
ル
か
ら
必
勝
法�

ま
で
聞
い
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
！�

▼
い
つ�

８
月
２
日
、
３
日�

▼
時
間�

９
時
30
分
～
11
時
30
分�

▼
会
場�

中
央
公
民
館�

▼
参
加
費�

会�

員
１
０
０
円�

�
�

�
�

�

非
会
員
３
０
０
円�

▼
対
象�

町
内
小
学
校
の
生
徒

（
保
護
者
も
可
）�
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　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

࠙ ��� 㹼 ���� ᒆฟࠚ

住 所 父母の名 子の名

൞ɹ౻ ൧ᖒ ߂ོ 杏
あん

　虹
じゅ

ઍথ

ઙɹཱ ࡚ؔ ത 遥
はる

　太
た

՚ࡊ

ेɹԦ զ࠺ ༟ 魁
かい

　星
せい

༝थ

 ॅ�ॴɹɹ   　ࢯɹ໊      ྸ

ઙɹཱɹ��沼　澤　新　一　 ��
൞ɹ౻　  川　井　良　一　 ��
ຳాɹ��須　貝　四　郎 ɹ��
൞ɹ౻ɹ��衣　袋　嘉　津 ɹ��
ԣా৲ɹ��児　玉　昭　一 　��
ઙɹཱ��ɹ村　上　宮　子　 ��
҂ɹɹ��鈴　木　力　弥 　��
ઙɹཱɹ��梅　津　洋　恵 ɹ��
��ɹ��安　部　まさゑ ɹߕߥ
��ɹ��梅　津　みち子 ɹߕߥ
൞ɹ౻ɹ��上　田　昭　信 ɹ��
���　Եɹ��石　山　はるよߥ
ഡɹɹ��安　部　長　一 ɹ��
҂ɹɹ��齋　藤　久　眞 ɹ��
ഡɹɹ��梅　津　嘉　夫 ɹ��
Լɹࢁɹ��安　部　よ　し ɹ��
ઙɹཱɹ��梅　津　多　一 ɹ��
ԣా৲ɹ��伊　藤　茂　生 ɹ��
ेɹԦɹ��ɹ平　　金　衞 ɹ��
൞ɹ౻ɹ��橋　本　ち　よ�ɹ��
൞ɹ౻ɹ��髙　橋　喜　久�ɹ��
҂ɹɹ��鈴　木　仁　一 ɹ��
҂ɹɹ��中　村　　茂�ɹɹ��
ୌɹɹ��安　達　孝　吉�ɹ��

※
戸
籍
の
窓
に
載
せ
た
い
方
は
、
届
出
の
と
き
に
戸
籍
年
金
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

➉⏣ 㟼㤶さん　

白鷹㧗➼ᑓಟᏛᰯ（佐野ཎ）

洋のᢏ⬟を☻き

⮬分でࣥࢨࢹした作ရを

ከくの人に見てもらいたい

「もともと不器用で、 専修学校に入る前は裁
さいほう

縫が苦手だったんです。 （笑）」

　中学時代、 文化部ではなく卓球部に所属していたという静香さんは、 ２つ

上のお姉さんの影響で白鷹高等専修学校へ入学。 「最初は慣れなかった」

という細かい作業も、 ２年生のころから少しずつ技術が上達し、 ３年生のと

きには技能五輪全国大会＊の洋裁部門に初出場しました。

　そして、 研究生２年目となった今年度は、 10 月に山形県で開催される技

能五輪全国大会へ出場予定 （３大会連続）。 大会に臨むにあたり 「まずは、

思うような作品を時間内にしっかりと完成させたい」 と話す静香さん。 続けて

「洋裁に関わることをこの先もずっと続けていきたい。 できれば、 自分が作っ

たジャケットやスーツなどの作品をたくさんの人に見てもらったり、 実際に着

てもらえる機会もつくれればいいかなぁ」 と控えめに将来の夢を語りました。

＊さまざまな職種において、 青年競技者の技能レベルの日本一を競う技能競技大会

わたしの

夢

ご結婚おめでとう

—
—
—

⾲⣬の┿
　༙ኟ生ࡢ㸵᭶㸯᪥ࠊ山形㕲㐨ࣛࣇ

࣡ー㛗⥺ࠕ᪥ᮏࡢ⣚㸦࠶か㸧を

ࡿ࠶࡛ࣝ࣎ࣥࢩࡢ町ࠖ白鷹町ࡿࡃࡘ

͆⣚ⰼ͇ࡀဏࡁました。

　ᅄᏘࡢ㒓㥐࡛はࡢࡇࠊ⣚ⰼࣛࣆࢵ

たグᛕࡏࢃྜ㐠⾜㛤ጞࡢ㌴ิࢢࣥ

⫱ಖࡢらࡃࡉࠊࢀࢃ⾜ࡀーࢽࣔࣞࢭ

ᅬᖺ㛗ඣࡢ㡲㈅⩼ࢇࡃ㰻⸨㑣⳯ࡉ

⾜ฟⓎ㐍ࠕࡃࡼඖẼࡀࢇ �� 。ᅗྜࠖ

Ỷ➜を㬆らしてⓎ㌴すิࡿ㌴ࠊ⥺

㊰をまたいࡔᕥྑからたࡢࢇࡉࡃ᪉

。ましたࡾ㢦࡛ᡭを➗ࡀ

　たࡢࢇࡉࡃேࡢᛮいをࡏてࠊ⣚

ⰼࣛิࢢࣥࣆࢵ㌴はࢀࡇからẖ᪥㉮

た㝿ࡅ㌴୧をぢかࠊࢇࡉます。ⓙࡾ

はࠊࡦࡐ大ࡃࡁᡭをࡗてᛂして

。いࡉࡔࡃ

—

ɹɹࢯ�ɹ໊ɹɹɹɹɹ�ॅ �ॴ

佐　竹　克　也ɹ�ɹߥԵ
遠　藤　あかねɹ�ɹࢢܗࢁ

田　中　陽　一ɹ�ɹ҂ɹ
奥　山　沙　織ɹ�ɹԼɹࢁ

ティレリ・ファビアン    ϑϥϯε
鈴　木　理　絵ɹɹ�ԣా৲
衣　袋　修　喜ɹ�ɹ൞ɹ౻
飯　澤　智　子ɹ�ɹҪࢢ
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★広報しらたかは再生紙を使用しています。

作り方

① なすと青しそはみじん切りに

   し、うすい塩水につけてあく

   を抜く。

② きゅうり、みょうがもみじん

   切りにする。

③ ①と②の水を切り容器に入れ、

   だししょうゆを入れて混ぜ合

   わせる。

④ お好みで花かつおや白ゴマ、　  

　 納豆昆布、しょうがなどを入

   れて味付けする。

だ し

地域おこし協力隊

小野寺太樹さん
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E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  

編
集
と
発
行
／
白
鷹
町
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旬の“うまい”を

菜 発見
さいはっけん

材料（約５人分）

　なす…………………………２個

　きゅうり……………………２本

　みょうが……………………２個

　青しそ………………………４枚

　だししょうゆ…………大さじ３

　　

地域おこし協力隊が見つけた、

しらたかの旬の“うまい”をご紹介。

地元の食材で作ることのできる味を、

皆さんのご家庭でもぜひどうぞ。

教えていただいた人

佐藤洋子さん（中山）

　だしは食べたことがあったのです

が、初めて材料から作り方まで知る

ことができました。野菜をきざんで

混ぜ合わせるだけなので、料理が苦

手な僕にとっても嬉しい料理です。

　佐藤さんはじめ、温かくて親切な

人が白鷹にはたくさんいらっしゃる

んですね。たくさんの優しさに触れ

ることができ、とても嬉しいです。

これからもよろしくお願いします！

今月の旬

「なす・きゅうり」
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